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一　

は
じ
め
に

　

稿
者
は
か
つ
て
吉
田
松
陰
の
歌
集
『
涙
松
集
』
の
流
布
本
に
つ
い
て
論
じ
た

こ
と
が
あ
る

（
１
）。

先
学
に
よ
っ
て
、
流
布
本
『
涙
松
集
』
に
は
「
著
し
い
改

竄
が
施
さ
れ
て
ゐ
る
」（

２
）

と
の
位
置
付
け
が
な
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
正
面
か

ら
取
り
上
げ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
作
品
で
あ
る
。

　

流
布
本
『
涙
松
集
』
所
収
歌
が
、
松
陰
の
詠
作
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る

の
は
確
か
で
あ
る
。
原
歌
に
な
い
景
物
や
本
説
が
加
え
ら
れ
た
歌
も
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
を
単
に
「
改
竄
」
と
見
な
し
て
等
閑
に
付
し
て
よ
い
の
か
。
そ

の
「
改
竄
」
に
何
か
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
か
。
流
布
本
を
精
査
・
精
読

し
た
上
で
松
陰
詠
そ
の
ま
ま
と
さ
れ
る
原
本
『
涙
松
集
』
を
見
つ
め
な
お
し
、

更
に
は
周
辺
資
料
に
ま
で
目
を
向
け
る
と
、
全
く
別
な
世
界
が
浮
か
び
上
が
っ

て
き
た
。
流
布
本
『
涙
松
集
』
と
い
う
新
た
な
テ
キ
ス
ト
を
創
出
す
る
場
と
目

的
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
概
略
は
旧
稿
で
述
べ
た
が
、
文
字
数
の
関
係
か
ら
、

諸
本
の
異
同
・
成
立
・
編
集
目
的
、
個
々
の
歌
の
解
釈
等
々
、
細
か
く
立
ち
入
っ

て
論
じ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
摘
み
残
し
た
問
題
を
総
合
的
に
論
ず
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
先
学
が
等
閑
視
し
た
問
題
点
、
旧
稿
で
触
れ
得
な
か
っ
た
問
題

点
へ
の
一
応
の
回
答
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
得
た
知
見
を
纏
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
使
用
す
る
諸
資
料
の
多
く
は
吉
田
松
陰
全
集
所
収
の
も
の
に

依
っ
た
が
、
そ
れ
に
関
し
て
付
言
し
て
お
く
。

　

松
陰
全
集
は
山
口
県
教
育
会
に
よ
っ
て
編
集
・
整
備
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
三
種
類
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
底
本
と
し
た
の
は
、
昭
和

九
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
、
所
謂
「
定
本
版
」（
全
十
巻
）
で

あ
る

（
３
）。

定
本
版
は
諸
資
料
の
所
蔵
先
に
出
向
い
て
可
能
な
限
り
原
文
に
あ

た
り
、
そ
の
忠
実
な
翻
刻
を
お
こ
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
本
稿
が
問
題
と
す
る
和

歌
の
字
句
に
関
し
て
も
、
仮
名
遣
い
の
異
同
な
ど
も
原
文
通
り
の
表
記
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
定
本
版
の
み
が
収
載
す
る
諸
々
の
書
き
込
み
・
添
削
の
跡
も

重
要
な
資
料
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
こ
の
定
本
版
を
も
と
に
、
本
文

を
通
読
し
や
す
く
整
理
し
て
若
干
の
頭
注
を
付
し
た
「
普
及
版
」（

４
）、

そ
れ
を

も
と
に
振
り
仮
名
や
頭
注
を
詳
し
く
付
し
た
「
大
衆
版
」（

５
）

が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
各
「々
普
及
版
」「
大
衆
版
」
の
呼
称
で
用

い
た

（
６
）。
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二　

吉
田
松
陰
と
『
涙
松
集
』
諸
本

　

松
陰
の
閲
歴
に
関
し
て
、
本
稿
の
立
論
上
必
要
な
事
項
を
確
認
し
て
お

く
（
７
）。

　

吉
田
松
陰
は
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
八
月
四
日
に
長
州
藩
士
杉
百
合
之

助
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
五
歳
で
山
鹿
流
兵
学
師
範
の
叔
父
吉
田
大
助
の

仮
養
子
と
な
り
、
叔
父
の
死
を
き
っ
か
け
に
翌
年
吉
田
家
を
嗣
ぐ
。
同
じ
く
叔

父
の
玉
木
文
之
進
ら
か
ら
兵
学
・
経
学
な
ど
を
学
び
、
十
歳
で
藩
校
明
倫
館
で

兵
学
を
教
え
た
。
翌
年
に
は
藩
主
毛
利
敬
親
の
面
前
で
『
武
教
全
書
』
戦
法
篇

三
戦
の
項
を
講
じ
て
そ
の
才
を
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
長
崎
・
江
戸
等
に
遊

学
し
て
諸
氏
と
交
わ
り
、
安
積
艮
斎
・
佐
久
間
象
山
ら
に
就
い
た
。
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）
以
降
の
諸
外
国
の
来
航
と
そ
れ
へ
の
幕
府
の
対
応
な
ど
か
ら
激

し
い
危
機
意
識
を
持
つ
。
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
ペ
リ
ー
再
航
に
際
し
て

の
海
外
密
航
に
失
敗
。
長
州
藩
の
野
山
獄
に
幽
閉
さ
れ
る
。
同
二
年
末
に
獄
を

出
さ
れ
、
杉
家
の
幽
室
で
近
隣
の
子
弟
に
講
義
。
同
四
年
十
一
月
に
杉
家
の
宅

地
内
に
松
下
村
塾
を
開
塾
。
そ
の
実
質
的
主
宰
者
と
し
て
教
育
に
尽
力
し
、
久

坂
玄
瑞
・
高
杉
晋
作
・
伊
藤
博
文
・
山
縣
有
朋
ら
数
多
く
の
門
弟
を
育
て
た
。

同
五
年
の
日
米
修
好
通
商
条
約
調
印
を
批
判
し
、
老
中
間
部
詮
勝
暗
殺
等
を
画

策
。
十
二
月
に
は
藩
命
に
よ
り
再
度
野
山
獄
に
幽
閉
さ
れ
る
。
翌
六
年
四
月
、

松
陰
江
戸
送
致
の
幕
命
が
下
る
。
梅
田
雲
兵
と
の
か
か
わ
り
か
ら
江
戸
で
の
取

調
べ
が
必
要
と
な
り
、
幕
府
が
長
州
藩
に
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
長
州
藩
は

役
人
ら
三
十
数
名
を
護
送
に
携
わ
ら
せ
て
、
五
月
二
十
五
日
に
松
陰
を
萩
か
ら

送
致
。
一
行
は
山
陽
道
・
東
海
道
を
経
て
、
六
月
二
十
四
日
に
江
戸
桜
田
の
長

州
藩
邸
に
到
着
。
松
陰
は
七
月
以
降
伝
馬
町
の
獄
舎
に
移
さ
れ
て
尋
問
を
受

け
、
同
年
十
月
二
十
七
日
、
獄
内
で
処
刑
さ
れ
た
。
享
年
三
十
歳
。

　
『
涙
松
集
』
は
、
右
の
安
政
六
年
五
月
か
ら
六
月
の
江
戸
へ
の
護
送
途
上
に

松
陰
が
詠
ん
だ
和
歌
二
十
首
（
江
戸
到
着
後
の
二
首
を
含
む
）
を
基
本
と
し
て
、

そ
の
二
十
首
の
ま
ま
乃
至
は
松
陰
詠
が
適
宜
増
補
さ
れ
て
成
っ
た
、
松
陰
の
歌

集
で
あ
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、『
涙
松
集
』
の
諸
本
に
は
大
き
く
四
種
類
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
歌
数
並
び
に
収
載
歌
本
文
と
詞
書
が
異
な
っ
て
い
る
。
歌
数

と
歌
の
有
無
を
中
心
に
異
同
を
示
し
た
の
が
【
別
表
】
で
あ
る
。

　

12
番
の
吉
備
宮
の
歌
を
収
載
し
、
計
二
十
首
か
ら
な
る
の
が
萩
市
松
陰
神
社

所
蔵
『
涙
松
集
』（
以
下
「
松
陰
本
」
と
略
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
松
陰
本
の

歌
と
詞
書
に
一
部
改
変
を
施
し
、
更
に
護
送
前
の
歌
十
首
を
加
え
て
三
十
首

（
厳
密
に
は
該
本
の
み
Ｘ
の
俳
句
を
加
え
る
）
と
な
っ
た
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の

写
本
（
以
下
「
書
陵
部
本
」
と
略
）
が
あ
る
。
ま
た
、
松
陰
本
の
二
十
首
か
ら

12
番
の
吉
備
宮
の
歌
を
削
除
し
て
各
歌
・
詞
書
に
大
幅
な
改
変
を
施
し
、
東
行

前
後
の
歌
二
十
一
首
を
加
え
た
「
流
布
本
Ⅰ
」（
四
十
首
）
と
小
瀬
川
の
７
番

歌
を
欠
く
「
流
布
本
Ⅱ
」（
三
十
九
首
）
と
が
あ
る
。
こ
の
別
表
に
関
す
る
詳

細
な
考
察
は
三
章
以
下
に
譲
り
、
以
下
、
こ
の
『
涙
松
集
』
諸
本
に
つ
い
て
概

要
を
ま
と
め
る
。

　

収
載
歌
数
が
最
も
少
な
く
、
且
つ
『
涙
松
集
』
の
正
本
と
さ
れ
て
き
た
の
が
、

松
陰
本
で
あ
る
。
松
陰
本
の
成
立
状
況
は
全
集
の
解
題
に
詳
し
い
。

　
　

�

本
書
は
警
護
の
士
某
が
檻
輿
の
傍
に
在
つ
て
、
松
陰
の
口
授
を
筆
記
し
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
勿
論
真
蹟
本
は
な
い
、
萩
松
陰
神
社
蔵
の
「
東
下
雑

集
」
中
に
綴
り
込
ま
れ
て
ゐ
る
の
を
以
て
原
本
と
す
る
よ
り
外
は
な
い

が
、
①
こ
れ
は
松
陰
常
用
の
罫
紙
二
枚
余
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
あ
る
、
恐

ら
く
筆
記
原
本
で
は
な
く
て
別
の
写
本
で
あ
ら
う
〔
定
本
版
四
巻
・
四
八

九
頁
）
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松
陰
の
江
戸
へ
の
旅
は
罪
人
扱
い
の
檻
で
の
護
送
で
あ
っ
た

（
８
）。

そ
の
傍

ら
に
い
た
警
護
の
者
が
松
陰
の
口
ず
さ
ん
だ
和
歌
を
筆
記
し
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
か
定
本
版
所
収
の
松
陰
本
『
涙
松
集
』
は
仮
名
遣
い
・
文
法
上

の
誤
り
が
散
見
し
、
松
陰
自
身
に
よ
る
推
敲
も
十
分
で
な
か
っ
た
と
思
し
く
、

歌
意
が
判
然
と
し
な
い
歌
も
あ
る

（
９
）。

た
だ
し
、
仮
名
遣
い
の
誤
り
は
口
授

し
た
松
陰
の
責
め
に
帰
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
筆
録
者
の
能
力
に
も
依
る

は
ず
で
、
普
及
版
・
大
衆
版
の
全
集
が
仮
名
遣
い
の
誤
り
を
全
て
訂
正
し
た
の

も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
傍
線
部
①
（
傍
線
部
は
稿
者
に

依
る
。
以
下
同
断
）
に
関
し
て
は
、
一
か
月
に
及
ぶ
旅
中
に
そ
の
口
授
を
松
陰

常
用
の
罫
紙
に
記
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で

（
10
）、

松
陰
神
社
所
蔵
「
東

下
雑
集
」
所
収
の
も
の
は
、「
士
某
」
の
筆
記
し
た
も
の
の
転
写
と
考
え
て
よ

か
ろ
う
。
か
つ
、
江
戸
の
長
州
藩
藩
邸
に
松
陰
常
用
の
罫
紙

（
11
）

が
存
在
す
る

こ
と
も
想
定
で
き
な
い
の
で
、
現
存
の
松
陰
本
は
、
江
戸
藩
邸
か
ら
長
州
藩
に

持
ち
帰
ら
れ
た
も
の
が
松
下
村
塾
関
係
者
に
よ
っ
て
清
書
さ
れ
た
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
解
題
に
は
続
け
て
「
此
の
原
本
に
は
三
様
の
朱
筆
書
入
れ
が
あ
る
、

【別表】『涙松集』諸本の収載和歌
○�は当該歌句を有する、―は無し。（歌番号は20番まで松陰本、それ以降は流布本

Ⅰの掲載順）
◯松：松陰本（萩市松陰神社所蔵）　　◯書：宮内庁書陵部蔵本　
◯流Ⅰ：流布本Ⅰ（架蔵本『松陰先生遺唫』所収）
◯流Ⅱ：流布本Ⅱ（山口図書館玖村文庫所蔵　版本『涙松集』）
12番歌－流布本未掲載歌「今の世は君の誘子そいとおふみたふれきためてくしのみ
をとり」
Ｘ－流布本未掲載句「別かな入相はやし梅雨のそら」

◯松 ◯書 ◯流Ⅰ ◯流Ⅱ ◯流Ⅰの詞書 備考
1 ○ ○ ○ ○ なみた松のもとにて
2 ○ ○ ○ ○ 菅公廟を拝して
3 ○ ○ ○ ○ 鈴木高鞆か家のほとりすくるをり蛙のこゑを聞て
4 ○ ○ ○ ○ 五月雨はれていとあつき日おもひよすることありて
5 ○ ○ ○ ○ 医師をつけ給はるときゝて
6 ○ ○ ○ ○ 呼坂にてあひしれる人の忍ひて送り来りけるに
7 ○ ○ ○ ― 小瀬川
8 ○ ○ ○ ○ 安芸国
9 ○ ○ ○ ○ いつき島を見やりて
10 ○ ○ ○ ○ 広しまにて駕籠の戸あけさせて
11 ○ ○ ○ ○ 備前の国にて
12 ○ ○ ― ― 吉備宮　※◯松の詞書 流布本欠
13 ○ ○ ○ ○ 淡路洲
14 ○ ○ ○ ○ 明石の浦
15 ○ ○ ○ ○ 一の谷
16 ○ ○ ○ ○ 湊川にて
17 ○ ○ ○ ○ 淀
18 ○ ○ ○ ○ 伏水より都の方を拝み奉りて
19 ○ ○ ○ ○ 護送の人々に別るとて
20 ○ ○ ○ ○ 七月九日幕府の召とて御館をいてけるをりに
21 ― ○ ○ ○ 述懐 （１）
22 ― ○ ○ ○
23 ― ○ ○ ○
24 ― ○ ○ ○ 野村和作にあたふ
25 ― ○ ○ ○ 佐々木の叔母君に
26 ― ○ ○ ○ 妹ともにつかはす
27 ― ― ○ ○ 木々氏に別るとて
28 ― ○ ○ ○ 思ふことありて
29 ― ○ ○ ○ 東へ出たつとき亡友金子重助かことをおもひ出て
30 ― ○ ○ ○ 冷泉雅次郎におくる
31 ― ○ ○ ○ 囹圄にともにありける人に別るとて （２）
Ｘ ― ○ ― ― 俳句
32 ― ― ○ ○ きのふ三人の義士を誅したりときゝて
33 ― ― ○ ○
34 ― ― ○ ○
35 ― ― ○ ○ かきのこしける消息のはしに
36 ― ― ○ ○
37 ― ― ○ ○ 留魂録をかき終りて
38 ― ― ○ ○
39 ― ― ○ ○
40 ― ― ○ ○
41 ― ― ○ ○ （３）
備考　（１）：◯書、◯流Ⅰ、◯流Ⅱの三本、詞書の前に「附録」と記す。
　　　（２）：◯流Ⅰ、◯流Ⅱの二本、歌の後に「右十一首東行前所作」と記す。
　　　（３）：◯流Ⅰ、◯流Ⅱの二本、歌の後に「右十首東行後所作」と記す。
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鈴
木
高
鞆
、
僧
黙
霖
と
某
で
あ
る
、
高
鞆
と
黙
霖
の
書
入
れ
は
欄
外
に
夫
々
一

箇
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
自
書
し
て
あ
る
、
な
ほ
②
本
文
中
の
批
点（

12
）及

び

添
削
は
高
鞆
の
筆
で
あ
ろ
う
、
欄
外
に
あ
る
片
仮
名
の
書
入
れ
は
某
の
筆
で
あ

る
、
こ
の
某
が
何
人
で
あ
る
か
は
今
の
所
明
ら
か
で
な
い
」
と
あ
り
、
口
述
筆

記
の
原
歌
に
も
相
当
な
添
削
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

（
13
）。

　

こ
こ
に
実
名
の
登
場
す
る
二
名
の
う
ち
、
宇
都
宮
黙
霖
は
、
安
芸
国
出
身
の

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
で
あ
る
。
勤
王
僧
と
し
て
著
名
で
、
野
山
獄
中
の

松
陰
と
書
簡
で
論
を
戦
わ
せ
た
こ
と
（
勤
皇
問
答
）
で
も
知
ら
れ
る
。
慶
応
二

年
（
一
八
六
六
）
に
還
俗
し
て
湊
川
神
社
・
石
清
水
八
幡
宮
の
神
職
を
つ
と

め
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
ま
で
生
存
し
て
い
る

（
14
）。

鈴
木
高
鞆
は
松

崎
天
神
（
現
在
の
防
府
天
満
宮
）
の
祠
官
で
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
生

ま
れ
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
足
代
弘
訓
の
門
に
入
っ
て
国
学
・
和
歌
を

学
ん
で
い
る
。
鰒
玉
集
や
鴨
川
集
の
入
集
歌
人
で
あ
り
、
自
身
が
『
類
題
玉
石

集
』
上
下
二
巻
や
『
防
府
現
存
三
十
六
歌
仙　

佐
波
の
あ
ら
玉
』
一
冊
を
編
集

し
、
周
防
国
宮
市
（
現
在
の
防
府
市
）
を
中
心
と
し
た
和
歌
の
興
隆
に
寄
与
し

て
い
る

（
15
）。

こ
の
高
鞆
は
松
陰
が
処
刑
さ
れ
た
翌
年
の
万
延
元
年
（
一
八
六

〇
）
四
月
四
日
に
没
し
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
松
陰
神
社
蔵
の
松
陰
本
『
涙
松
集
』
の
高
鞆
に
よ
る
書
き
入
れ
は
、

こ
の
万
延
元
年
四
月
四
日
ま
で
に
長
州
の
地
で
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
か

つ
、
江
戸
に
運
ば
れ
た
松
陰
詠
の
口
述
筆
記
は
、
松
陰
本
20
番
歌
詞
書
に
見
ら

れ
る
日
付
「
七
月
九
日
（
作
品
内
の
最
新
の
日
付
）」
以
降
、
高
鞆
の
没
し
た

翌
年
四
月
四
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
段
階
で
松
下
村
塾
関
係
者
に
よ
っ
て
松
陰

常
用
の
罫
紙
に
浄
書
さ
れ
、
そ
れ
を
高
鞆
・
黙
霖
・
某
の
三
人
が
披
見
し
加
筆
・

添
削
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
実
質
的
な
歌
の
添
削
者
に
つ
い
て
は
稿
者

は
定
見
を
持
ち
え
な
い
。
解
題
の
傍
線
部
②
に
あ
る
「
鈴
木
高
鞆
で
あ
ろ
う
」

と
し
て
お
く
。

　

さ
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
以
下
「
書
陵
部
本
」
と
略
）（

16
）

は
、
こ
れ

ま
で
全
く
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
伝
本
で
あ
る
。『
国
書
総
目
録
』
に

は
「
留
魂
録
と
合
」
と
し
て
写
本
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
稿
者

は
流
布
本
の
転
写
本
で
あ
ろ
う
な
ど
と
考
え
て
精
査
し
て
い
な
か
っ
た
。
歌
数

が
中
途
半
端
な
の
で
、
こ
の
度
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
特
殊
な
本
文
を
持

つ
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

結
論
か
ら
言
う
と
、
書
陵
部
本
は
松
陰
本
の
添
削
後
本
文
に
非
常
に
近
い
本

文
を
持
ち
、
松
陰
本
か
ら
流
布
本
本
文
へ
の
過
渡
的
な
本
文
を
有
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
流
布
本
と
共
通
す
る
21
番
～
31
番
歌
（
27
番
歌
欠
）
と
Ｘ
の
俳
句
を

収
載
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
も
原
資
料
で
あ
る
『
東
行
前
日
記
』
所
収
歌
へ
の
添

削
の
痕
跡
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
は
次
章
で
考
察
し
た
い
。

　

流
布
本
に
は
、『
松
陰
先
生
遺
唫
』
と
し
て
「
縛
吾
集
」「
涙
松
集
」
が
合
刻

さ
れ
た
折
本
形
式
の
も
の
、『
涙
松
集
』
と
い
う
題
簽
で
小
本
と
し
て
上
板
さ

れ
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、
と
も
に
歌
の
後
に
藤
原
宜
寸
（
近
藤
芳
樹
）
と
宍
戸

真
澂
の
跋
文
と
を
持
つ
。
前
掲
【
別
表
】
の
７
番
「
小
瀬
川
」
歌
を
欠
く
三
十

九
首
本
（
流
布
本
Ⅱ
）
と
、
当
該
歌
を
有
す
る
四
十
首
本
（
流
布
本
Ⅰ
）
と
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
も
次
章
で
考
察
す
る
。
代
表
的
本
文
と
し
て
、
四
十
首

本
（
流
布
本
Ⅰ
）
に
は
架
蔵
本
『
松
陰
先
生
遺
唫
』（

17
）

所
収
の
「
涙
松
集
」

本
文
を
使
用
し
、
三
十
九
首
本
（
流
布
本
Ⅱ
）
に
は
山
口
県
立
山
口
図
書
館
玖

村
文
庫
所
蔵
の
版
本
『
涙
松
集
』（

18
）

を
使
用
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
流
布
本

『
涙
松
集
』
の
大
部
分
の
本
文
は
、
定
本
版
全
集
に
は
小
書
き
で
掲
載
さ
れ
て

い
た
が
、
普
及
版
・
大
衆
版
か
ら
は
全
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。

　

注
釈
史
・
研
究
史
を
概
観
す
る
。

　
『
涙
松
集
』
は
、
流
布
本
本
文
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
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本
格
的
な
注
釈
は
、
昭
和
９
年
の
大
村
武
一
に
よ
る
『
註
釈　

涙
松
集
』（

19
）

ま
で
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
書
の
「
刊
行
の
辞
」（
河
野
通
毅
）に
は
、「
…

涙
松
集
の
世
已
に
単
行
本
と
し
て
出
版
せ
ら
る
ゝ
も
世
人
の
之
を
知
る
も
の
少

く
之
を
知
る
と
雖
も
原
本
の
万
葉
仮
名
を
用
ゐ
し
為
め
読
み
易
か
ら
ず
し
て
徒

に
高
閣
に
束
ね
ら
る
ゝ
を
憂
へ
之
が
釈
文
を
作
り
て
童
蒙
に
便
せ
ん
と
す
る

…
」（「
…
」
は
省
略
を
示
す
。
以
下
同
断
）
と
あ
り
、
万
葉
仮
名
（
変
体
仮
名

の
意
か
）
が
読
み
づ
ら
く
歌
意
も
釈
文
が
な
け
れ
ば
童
蒙
に
は
解
し
が
た
い
と

す
る
。
本
書
は
流
布
本
を
底
本
と
し
て
詳
細
な
注
釈
を
施
す
。
こ
れ
を
参
酌
し

て
更
に
詳
細
な
口
語
訳
と
注
を
付
け
た
の
が
、
福
本
義
亮
の
『
訓
註　

吉
田
松

陰
殉
国
詩
歌
集
』（

20
）

で
あ
る
。
以
上
の
二
冊
は
流
布
本
の
注
釈
で
あ
る
。
松

陰
本
の
注
釈
と
し
て
は
、
松
陰
全
集
の
普
及
版
と
大
衆
版
の
頭
注
が
あ
り
、
後

者
の
方
が
詳
し
い
。
ま
た
、
山
中
鉄
三
の
論
文
「
吉
田
松
陰
の
詩
藻
」（

21
）

で

は
、
大
衆
版
全
集
の
収
載
歌
百
九
首
と
俳
句
六
十
三
句
に
解
説
を
施
す
が
、
各

歌
句
の
解
説
に
精
粗
の
差
が
激
し
い
。
村
岡
繁
の
『
殉
国
の
歌　

吉
田
松
陰
百

首
撰
』（

22
）

も
松
陰
本
の
全
二
十
首
の
解
説
が
付
さ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
普
及
版
と

大
衆
版
の
頭
注
に
依
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
大
村
注
釈
、
福
本
注

釈
、
普
及
版
頭
注
、
大
衆
版
頭
注
、
山
中
論
文
」
の
略
称
で
刊
行
年
を
併
記
し

て
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　

三　

諸
本
の
異
同
と
歌
の
異
同

　

本
章
で
は
、
松
陰
本
・
書
陵
部
本
・
二
種
類
の
流
布
本
（
以
下
、
歌
の
引
用

で
は
末
尾
に
◯松
・
◯書
・
◯流
印
を
付
す
こ
と
で
各
諸
本
を
示
す
）
に
つ
い
て
考
察

し
、
諸
本
の
成
立
の
経
緯
を
考
え
た
い
。

Ａ 

二
つ
の
流
布
本

　

ま
ず
、
二
種
類
の
流
布
本
を
取
り
上
げ
る
。

　

前
章
の
【
別
表
】
で
見
た
通
り
、
流
布
本
Ⅰ
と
流
布
本
Ⅱ
の
違
い
は
７
番
歌

の
有
無
の
み
で
あ
る
。
当
該
箇
所
を
挙
げ
る
。

　

流
布
本
Ⅱ
で
は
、
流
布
本
Ⅰ
の
一
重
傍
線
部
が
欠
落
し
て
お
り
（
結
果
的
に

７
番
歌
の
欠
）、
か
わ
り
に
二
重
傍
線
部
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
小
瀬
川
は
周

防
国
と
安
芸
国
の
国
境
に
位
置
す
る
。
長
州
人
に
と
っ
て
は
特
別
な
川
で
あ

り
、
か
つ
て
松
陰
自
身
が
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
二
十
二
歳
の
春
、
江
戸
遊

学
に
出
た
際
、「
水
あ
り
小
瀬
川
と
曰い

ふ
。
是
れ
防
芸
の
界
な
り
。
赤
馬
関
よ

り
こ
こ
に
至
る
三
十
六
里
。
川
を
過わ

た

り
て
芸げ

い

に
入
り
…
防
芸
の
界
に
至
り
て
詩

あ
り
」
と
記
し
、
十
六
句
か
ら
成
る
漢
詩
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
詩
で
は
「
美

な
る
か
な
山
河
是
れ
国
の
宝
、
何
を
以
て
之
を
守
ら
ん
親
と
賢
と
」
と
の
句
も

見
ら
れ

（
23
）、

長
州
の
地
を
後
に
す
る
感
慨
が
窺
わ
れ
る
。

　

こ
の
小
瀬
川
の
持
つ
特
別
な
意
味
合
い
も
考
慮
し
て
当
該
箇
所
は
判
断
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
流
布
本
Ⅰ
の
７
番
歌
の
詞
書
と
歌
で
あ
れ
ば
、
結
句
に
小
瀬
川

が
示
さ
れ
、
地
理
的
・
物
理
的
に
国
境
の
川
を
渡
る
だ
け
で
な
く
、
二
度
と
故

　
　
　

小
瀬
川

７
夢
路
に
も
か
え
ら
ぬ
関
を
打
こ
へ
て
今
を
か
き
り
と
渡
る
小
瀬
川
◯流
Ⅰ

　
　
　

安
芸
国

８
安
芸
の
国
む
か
し
な
か
ら
の
山
川
に
は
つ
か
し
か
ら
ぬ
ま
す
ら
男
の
旅
◯流
Ⅰ

　
　
　
　
　

‡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‡

　
　
　

小
瀬
川
は
国
の
境
な
れ
は

８
安
芸
の
国
む
か
し
な
か
ら
の
山
川
に
は
つ
か
し
か
ら
ぬ
ま
す
ら
男
の
旅
◯流
Ⅱ
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郷
に
帰
っ
て
来
ら
れ
な
い
と
い
う
覚
悟
の
も
と
、「
今
を
限
り
と
渡
る
」
意
に

な
る
。
そ
し
て
８
番
歌
の
「
昔
な
が
ら
の
山
川
」
と
い
う
表
現
は
、
安
芸
国
が

か
つ
て
毛
利
氏
の
領
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
藩
祖
の
領
有
し
て
い
た
地

を
堂
々
と
胸
を
張
っ
て
旅
す
る
気
概
を
詠
ん
だ
も
の
と
な
る
。
８
番
歌
は
松
陰

本
も
同
一
本
文
（
詞
書
は
「
芸
州
路
」）
だ
が
、
松
陰
本
に
は
黙
霖
の
「
道
路

依
然
在
山
河
載
旧
恩
堂
々
毛
利
氏
奈
此
丈
夫
之
魂
」
と
い
う
書
き
入
れ
が
あ

る
。
黙
霖
も
こ
の
８
番
歌
か
ら
、
毛
利
氏
の
恩
に
感
じ
な
が
ら
旧
領
地
を
進
む

丈
夫
の
魂
を
感
じ
取
っ
た
の
で
あ
る
。
や
は
り
８
番
歌
の
詞
書
は
「
芸
州
路
」

も
し
く
は
「
安
芸
国
」
た
る
べ
き
で
あ
り
、
流
布
本
Ⅰ
が
本
来
の
形
と
考
え
ら

れ
る
。
流
布
本
Ⅱ
の
「
小
瀬
川
は
国
の
境
な
れ
ば
」
の
詞
書
は
不
自
然
で
あ
る
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
不
自
然
さ
が
生
じ
た
の
か
。

　

定
本
版
の
解
題
に
は
「
本
書
は
維
新
前
「
松
陰
先
生
遺
唫
」
と
し
て
「
縛
吾

集
」
と
合
本
で
刊
行
せ
ら
れ
、
後
ま
た
同
じ
版
木
に
よ
っ
て
単
行
さ
れ
て
居

る
」
と
す
る
。
こ
の
解
説
の
前
者
が
流
布
本
Ⅰ
、
後
者
の
単
行
が
流
布
本
Ⅱ
に

該
当
す
る
。
傍
線
部
に
あ
る
通
り
、
流
布
本
Ⅰ
と
流
布
本
Ⅱ
は
字
体
も
一
致
し

「
同
じ
版
木
に
よ
っ
て
」
刷
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
似
通
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
流
布
本
Ⅰ
と
流
布
本
Ⅱ
を
詳
細
に
比
べ
る
と
、
後
者
に
の
み
版
心
・
線
魚

尾
が
あ
り
（
折
本
で
あ
る
前
者
に
は
な
い
）、
流
布
本
Ⅰ
の
版
木
を
そ
の
ま
ま

流
布
本
Ⅱ
に
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
恐
ら
く
、
流
布
本
Ⅰ
の
覆
刻
本
（
被

せ
彫
り
）
と
し
て
流
布
本
Ⅱ
の
版
木
が
彫
ら
れ
、
そ
の
際
に
何
ら
か
の
手
違

い
（
24
）

に
よ
っ
て
前
掲
流
布
本
Ⅰ
の
一
重
傍
線
部
（
つ
ま
り
二
行
分
）
が
欠
落

し
、
そ
の
ま
ま
で
は
流
布
本
Ⅱ
の
８
番
歌
の
詞
書
が
し
っ
く
り
と
納
ま
ら
な
い

の
で
、
二
重
傍
線
部
の
よ
う
な
「
国
の
境
」
云
々
を
加
え
て
（
厳
密
に
は
、「
小

瀬
川
」
の
部
分
を
切
り
取
っ
て
埋
木
を
し
、
そ
こ
に
「
小
瀬
川
は
国
の
境
な
れ

は
」
を
新
刻
）、
安
芸
国
に
入
っ
た
意
を
強
調
し
て
歌
意
の
不
自
然
さ
を
払
拭

し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
流
布
本
Ⅰ
の
詞
書
「
小
瀬
川
」
と
流
布

本
Ⅱ
の
詞
書
「
小
瀬
川
は
国
の
境
な
れ
は
」
は
、
小
瀬
川
の
字
体
が
両
者
で
異

な
り
、
如
上
の
推
測
を
補
強
し
て
く
れ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
近
藤
芳
樹
に
よ
る
跋
文
も
参
考
と
な
る
。
流
布
本
Ⅰ
・
Ⅱ
と
も

に
末
尾
に
跋
文
（
同
一
文
）
が
付
さ
れ
、
そ
れ
に
は
「
す
へ
て
歌
の
か
す
四
十

み
な
国
を
お
も
ふ
ま
こ
と
よ
り
よ
み
出
た
れ
は
…
」
と
あ
り
、
流
布
本
の
総
歌

数
が
四
十
首
だ
と
記
さ
れ
る
。
四
十
首
を
有
す
る
流
布
本
Ⅰ
が
本
来
の
形
と
考

え
て
よ
か
ろ
う
。

　

よ
っ
て
以
下
の
考
察
で
は
、
流
布
本
Ⅰ
を
流
布
本
の
代
表
的
本
文
と
見
な

し
、
単
に
「
流
布
本
」
と
称
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

Ｂ 

書
陵
部
本
の
位
置
づ
け

　

次
に
書
陵
部
本
を
考
察
す
る
。
松
陰
本
に
添
削
の
書
き
入
れ
が
あ
る
こ
と
は

前
章
で
触
れ
た
が
、
そ
の
書
き
入
れ
を
定
本
版
が
唯
一
翻
刻
し
て
い
る
。
そ
れ

は
松
陰
本
の
和
歌
本
文
の
左
傍
に
傍
線
を
付
し
て
本
文
の
右
側
に
書
き
入
れ
を

記
す
と
い
う
体
裁
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
稿
者
に
よ
る
傍
線
と
混
同
し
な
い
た

め
に
、
添
削
部
分
を
す
べ
て
波
線
（
右
傍
）
で
示
し
、
添
削
部
分
は
ル
ビ
（
振

り
仮
名
・
振
り
漢
字
）
の
形
で
示
し
た
。
な
お
、
定
本
版
が
区
別
し
て
い
る
変

体
仮
名
の
字
母
の
異
同
に
関
し
て
は
現
行
の
平
仮
名
で
統
一
し
、
片
仮
名
は
全

て
平
仮
名
と
し
た
。

　

書
陵
部
本
と
松
陰
本
・
流
布
本
を
各
々
対
比
す
る
。
２
番
歌
を
見
る
。「
菅

公
廟
」
と
は
、
菅
原
道
真
を
祀
っ
た
、
現
在
の
防
府
天
満
宮
の
こ
と
で
あ
る
。

－�18�－



も
）、
上
の
句
と
下
の
句
が
そ
も
そ
も
倒
置
の
歌
と
な
っ
て
い
る
。
松
陰
本
は

そ
の
倒
置
の
中
の
上
の
句
の
中
で
さ
ら
に
倒
置
が
起
き
て
お
り
、
そ
れ
を
流
布

本
は
整
序
す
る
。
ま
た
、
松
陰
本
・
書
陵
部
本
の
下
の
句
は
、
松
陰
自
身
が

「
賤し

づ

が
東
の
旅
」
と
詠
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
一
般
名
詞
の
「
賤
」
で
あ
れ
ば
自

ら
を
卑
し
い
者
・
下
賤
な
身
分
の
者
と
へ
り
く
だ
っ
た
意
に
な
ろ
う
し
、
代
名

詞
の
「
賤
」
で
あ
れ
ば
、
強
い
卑
下
の
意
識
を
持
っ
た
自
称
の
代
名
詞
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
松
陰
自
身
は
、
神
と
な
っ
た
道
真
を
祀
る
菅
公
廟
の
前
で
、
自

ら
を
「
賤
」
と
卑
下
し
て
何
ら
躊
躇
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
流
布
本
の

編
者
に
と
っ
て
そ
れ
は
看
過
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
身
を
東
路
の
旅

に
や
つ
し
て
」
と
、「
や
つ
す
（
目
立
た
な
い
よ
う
に
姿
を
変
え
る
。
み
す
ぼ

ら
し
く
装
う
）」
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
本
来
の
堂
々
と
し
た
矜
恃
あ
る
松
陰

の
姿
が
「
や
つ
す
」
背
後
に
窺
わ
れ
る
表
現
に
改
変
し
た
の
で
あ
る
。

　

２
番
歌
に
限
定
す
る
と
、
松
陰
本
添
削
後
の
本
文
は
、
書
陵
部
本
と
一
致

し
、
そ
れ
は
流
布
本
へ
の
改
変
の
中
間
形
態
を
持
つ
と
い
え
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
し
て
、
段
階
ご
と
に
整
理
す
る
な
ら
ば
、「
松
陰
本
→
松
陰
本
添
削
後

＝
書
陵
部
本
」
の
改
変
は
、
伝
統
的
な
歌
語
を
用
い
た
表
現
に
改
め
、
歌
意
の

深
化
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
。「
書
陵
部
本
→
流
布
本
」
の
改
変
は
、
二
重
の

倒
置
法
が
使
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
全
体
で
一
つ
の
倒
置
法
に
す
る
と
い
う
形

式
面
で
の
整
理
を
行
う
と
と
も
に
、
松
陰
自
身
は
卑
下
し
て
用
い
た
で
あ
ろ
う

「
賤
」
と
い
う
卑
称
を
抹
消
し
て
「
や
つ
す
」
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
護
送
の

旅
が
一
時
的
な
「
や
つ
し
の
旅
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
背
後
に
本
来
の
松
陰

の
堂
々
と
し
た
姿
を
看
取
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、「
賤
」
を
代

名
詞
と
し
て
用
い
た
場
合
、「
男
性
の
自
称
。
近
世
、
多
く
色
男
め
い
た
者
や

幇
間
な
ど
が
用
い
る
気
ど
っ
た
言
い
方
」（

26
）

と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
こ
う
し

た
語
の
持
つ
属
性
も
松
陰
本
の
２
番
歌
を
改
作
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
た
の
か
も

　

三
者
三
様
に
見
え
る
が
、
松
陰
本
の
添
削
後
の
歌
を
次
に
清
書
す
る
。

　

初
句
の
「
思
ふ
」
の
漢
字
・
仮
名
の
違
い
は
あ
る
が
、
添
削
後
の
歌
本
文
は

書
陵
部
本
と
完
全
に
一
致
す
る
。

　

松
陰
本
の
ま
ま
だ
と
、「
心
尽
く
し
（
あ
れ
こ
れ
と
気
を
も
む
、
心
を
悩
ま

せ
る
）」
と
地
名
「
筑
紫
」
の
常
套
的
掛
詞

（
25
）

と
な
ら
ず
、
旅
中
の
松
陰
が

道
真
の
筑
紫
で
の
心
を
単
に
推
測
す
る
歌
と
し
て
終
わ
る
。
添
削
後
の
歌
（
＝

書
陵
部
本
）
の
方
が
、「
私
は
思
う
こ
と
で
す
よ
。
菅
公
が
筑
紫
に
配
流
と
な
っ

て
心
を
悩
ま
せ
た
昔
の
こ
と
を
…
」
の
意
と
な
り
、
掛
詞
の
使
用
と
相
俟
っ
て

表
現
さ
れ
る
内
容
の
奥
行
き
が
深
い
。

　

流
布
本
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
初
句
と
三
句
を
入
れ
替
え
て
、
倒
置
を
も
と
の

形
に
戻
し
て
い
る
。
流
布
本
の
本
文
は
（
と
い
う
か
、
松
陰
本
も
書
陵
部
本

　
　
　

菅
公
廟

２
お
も
ふ
か
な
心
つ
く
し
の
そ
の
か
み
を
賤
か
あ
つ
ま
の
旅
に
つ
け
て
も
◯書

　
　
　
　
　

‡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‡

　
　
　

菅
公
廟

２
思
ふ
か
な
君
か心

つ
く
し
の
こそ

の
か
み
を

ゝ
ろ
し
は
賤
か
あ
つ
ま
の
旅
に
つ
け
て
も
◯松

　
　
　
　
　

‡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‡

　
　
　

菅
公
廟
を
拝
し
て

２
そ
の
か
み
の
こ
ゝ
ろ
つ
く
し
を
思
ふ
哉
身
を
東
路
の
旅
に
や
つ
し
て
◯流

　
　
　

菅
公
廟

２
思
ふ
か
な
心
つ
く
し
の
そ
の
か
み
を
賤
か
あ
つ
ま
の
旅
に
つ
け
て
も
◯松

�

〔
添
削
後
歌
〕
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し
れ
な
い
（
但
し
、
後
掲
の
30
番
歌
は
「
賤
」
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
）。

　

も
う
一
首
、
５
番
歌
を
考
察
す
る
。

は
踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
５
番
歌
の
松
陰
本
の
下
の
句
は
「
報
い
で
い
か
に
我
お
く
べ
き
や

（
恩
に
報
い
な
い
で
ど
う
し
て
い
ら
れ
よ
う
か
。
必
ず
や
君
恩
に
報
い
る
）」
で

あ
り
、
打
消
「
で
」
と
反
語
を
併
用
し
非
常
に
口
語
的
な
表
現
で
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
松
陰
の
激
情
が
迸

ほ
と
ば
しり

出
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
が
、
和
歌
表
現
と
し

て
は
こ
な
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
最
小
限
の
修
正
を
施
し
た
の
が
「
松
陰
本
添

削
後
の
歌
＝
書
陵
部
本
」
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
５
番
歌
の
流
布
本
に
は
大
幅
な
改
変
が
施
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
分

は
全
て
改
変
）。
旧
稿
で
も
触
れ
た
が
、「
薬く

す
し師

（
医
師
）
を
付
け
ら
る
る
」
で

は
「
ら
る
る
」
が
受
身
で
解
せ
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
流
布
本
の
「
医
師
を

付
け
給
は
る
」
の
方
が
敬
意
が
は
っ
き
り
し
、
し
か
も
「
る
」
よ
り
も
「
給
は

る
」
の
方
が
敬
意
が
強
い
。
注
７
の
「
吉
田
松
陰
護
送
一
件
」
に
よ
る
と
、
松

陰
の
護
送
に
は
藩
医
尾
崎
良
度
が
同
行
し
、
煎
薬
ほ
か
龍
胆
越エ

キ

ス
畿
斯
・
枇
杷
葉

湯
な
ど
の
入
っ
た
薬
箱
の
持も

ち
ぶ夫

一
人
が
付
き
添
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
護
送
の
役

人
た
ち
の
た
め
だ
ろ
う
が
、
松
陰
は
藩
主
の
恩
を
感
じ
た
は
ず
で
あ
る
。
流
布

本
の
三
句
以
下
は
、
原
歌
（
松
陰
本
）
に
な
い
、「
黐も

ち

鳥ど
り

の
」
と
い
う
枕
詞
と

「
か
か
る
（
鳥
も
ち
に
掛
か
る
・
斯
か
る
）」
の
掛
詞
を
用
い
、
鳥と

り
も
ち黐

に
掛
か
っ

て
身
動
き
の
取
れ
な
い
鳥
の
よ
う
な
囚
わ
れ
の
身
で
あ
る
自
分
に
さ
え
も
医
師

を
同
行
さ
せ
て
下
さ
る
配
慮
、
藩
主
の
恩
恵
に
応
え
よ
う
と
す
る
強
い
思
い
を

述
べ
た
歌
と
な
っ
て
い
る
。

　

５
番
歌
に
関
し
て
も
、「
松
陰
本
→
松
陰
本
添
削
後
＝
書
陵
部
本
」
の
改
変

は
、
仮
名
遣
い
の
訂
正
と
必
要
最
低
限
の
修
正
、「
書
陵
部
本
→
流
布
本
」
の

改
変
は
、
君
恩
へ
の
謝
意
を
強
調
し
そ
れ
に
報
い
る
と
い
う
内
容
面
で
の
改
変

と
い
え
る
。

　

以
上
、
二
例
を
見
て
き
た
が
、
他
の
箇
所
に
関
し
て
も
、
松
陰
本
の
添
削
後

　

５
番
歌
も
、
松
陰
本
添
削
後
の
歌
は
書
陵
部
本
と
一
致
す
る
。
そ
の
添
削

は
、「
囚と

ら

は
る
（
ラ
行
下
二
段
動
詞
）」
の
「
わ
」
を
「
は
」
へ
、「
報
ゆ
（
ヤ

行
上
二
段
動
詞
）」
の
「
ひ
」
を
「
い
」
へ
訂
正
す
る
と
い
う
仮
名
遣
い
の
訂

正
で
あ
る
。
第
二
章
で
触
れ
た
通
り
、
松
陰
本
は
口
授
の
筆
記
で
あ
る
た
め
か

仮
名
の
誤
り
が
多
い
。
松
陰
本
の
添
削
で
は
仮
名
遣
い
の
誤
り
は
全
て
正
さ
れ

て
お
り
、
書
陵
部
本
に
も
仮
名
遣
い
の
誤
り
は
な
い
。
松
陰
本
の
添
削
は
、
ま

ず
は
仮
名
遣
い
を
正
す
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
訂
正
後
の
正
し
い
形
を
書
陵
部
本

　
　
　

薬
し
を
つ
け
ら
る
ゝ
と
き
ゝ
て

５
と
ら
は
れ
て
ゆ
く
身
も
君
の
恵
み
な
り
む
く
い
を
い
か
て
わ
れ
か
へ
さ
め
や

�

◯書

　
　
　
　
　

‡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‡

　
　
　

薬
し
を
つ
け
ら
る
ゝ
と
き
ゝ
て

５
と
ら
わは

れ
て
行
く
身
も
君
の
恵
也
む
く
ひい

をて
い
か
にて

わ
れ
おか

へ

さ

め

く
へ
き
や
◯松

　
　
　
　
　

‡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‡

　
　
　

薬
し
を
つ
け
ら
る
ゝ
と
き
ゝ
て

５
と
ら
は
れ
て
行
く
身
も
君
の
恵
也
む
く
い
を
い
か
て
わ
れ
か
へ
さ
め
や
◯松

�

〔
添
削
後
歌
〕

　
　
　
　
　

‡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‡

　
　
　

医
師
を
つ
け
給
は
る
と
き
ゝ
て

５
と
ら
は
れ
て
行
身
に
さ
へ
も
も
ち
鳥
の
か
ゝ
る
め
く
み
を
い
か
て
む
く
い
む

�

◯流
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本
文
と
書
陵
部
本
の
本
文
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
松
陰
本
全
二
十
首
の
う

ち
、
添
削
後
本
文
と
書
陵
部
本
に
違
い
が
あ
る
の
は
三
首
だ
け
で
あ
る

（
27
）。

そ
れ
ら
は
、
皆
一
字
の
違
い
で
恐
ら
く
は
何
ら
か
の
筆
写
上
の
混
乱
が
想
定
さ

れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
三
首
の
松
陰
本
（
添
削
を
含
む
）
と

書
陵
部
本
の
和
歌
本
文
の
み
を
掲
出
す
る
（
傍
線
部
が
異
同
の
見
ら
れ
る
箇

所
）。17

こ
と
と
わは

ん
淀
の
水河

瀬
の車

昔
ゟ
い
く
廻
り
し
て
世う

き

を
は
へ
に
き
や
◯松

17
こ
と
と
は
ん
淀
の
河
瀬
の
水
車
い
く
廻
り
し
て
も
う
き
よ
へ
に
き
や
◯書

19
帰
る
さ
に
雁
の
初
音
を
聞
得
な
は
吾
音
つ
れ
と
思
ひ
そし

ら

な

ん

め
て
よ
◯松

19
帰
る
さ
に
雁
の
初
音
を
聞
へ
な
は
吾
音
つ
れ
と
思
ひ
し
ら
な
ん
◯書

20
待
得
た
る
秋
の
け
し
き
を
今
そ
と
て
勇
し
く
鳴
く
つ
わ
虫
か
な
◯松

20
待
へ
た
る
秋
の
け
し
き
を
今
そ
と
て
勇
し
く
な
く
く
つ
わ
虫
か
な
◯書

　

17
番
歌
の
松
陰
本
の
添
削
の
跡
は
複
雑
だ
が
、
書
陵
部
本
は
ほ
ぼ
そ
れ
を
き

れ
い
に
踏
襲
す
る
。
四
句
「
い
く
廻
り
し
て
も
」
の
「
も
」
が
余
計
な
加
筆
。

内
容
的
に
は
不
要
で
、「
も
」
が
存
在
す
る
理
由
は
不
明
。
19
・
20
番
歌
と
も

に
、
複
合
動
詞
後
部
成
素
と
な
っ
た
「
得
（
ア
行
下
二
段
動
詞
）」
の
連
用
形

「
え
」
が
「
へ
」
と
表
記
さ
れ
る
。
変
体
仮
名
の
「
え
」
は
「
へ
」
と
紛
ら
わ

し
い
も
の
も
あ
る
が
、
書
陵
部
本
の
ウ
ェ
ブ
上
の
写
真
を
見
る
限
り
、
他
の
箇

所
で
は
明
ら
か
に
「
へ
」
と
読
め
る
字
を
書
い
て
お
り
、
書
き
手
も
「
へ
」
と

意
識
し
て
筆
写
し
た
と
思
わ
れ
る
。
も
し
か
し
て
書
写
者
が
「
経ふ

（
ハ
行
下
二

段
動
詞
）」
と
解
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
判
然
と
し
な
い
。

　

以
上
の
三
例
を
除
い
て
、
歌
の
本
文
は
、
松
陰
本
の
添
削
後
本
文
と
書
陵
部

本
本
文
が
完
全
に
一
致
す
る
。
且
つ
、
２
番
歌
・
５
番
歌
で
見
た
よ
う
に
、
松

陰
本
の
添
削
後
本
文
は
流
布
本
へ
の
過
渡
的
な
本
文
と
考
え
ら
れ
る
。
書
陵
部

本
も
同
様
で
あ
り
、
流
布
本
を
考
え
る
上
で
、
書
陵
部
本
は
重
要
な
本
文
と
い

え
る
。
た
だ
、
書
陵
部
本
に
は
奥
書
な
ど
が
一
切
な
く
、
大
正
十
年
六
月
の
図

書
寮
購
入
印
が
押
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
書
写
者
や
図
書
寮
に
入
る
以
前
の
状

況
は
不
明
で
あ
る
。

　

な
お
、
書
陵
部
本
の
21
番
歌
以
降
（
松
陰
本
に
は
ナ
シ
）
の
考
察
は
五
章
に

譲
る
。

　
　
　
　
　

四　

松
陰
本
か
ら
流
布
本
へ
の
歌
の
改
作
と
目
的

　

本
章
で
は
、
松
陰
本
か
ら
流
布
本
へ
の
歌
の
改
作
の
痕
跡
を
追
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
意
図
が
那
辺
に
あ
っ
た
の
か
を
探
り
た
い
。
旧
稿
で
は
触
れ
な
か
っ

た
歌
を
中
心
に
考
察
す
る
。

Ａ 

３
番
歌

　

３
番
歌
は
、
松
陰
本
・
流
布
本
で
異
同
が
甚
だ
し
い

（
28
）。

流
布
本
の
注
釈

で
あ
る
大
村
注
釈
（
Ｓ
９
）
は
、「
蛙
の
声
」
の
注
と
し
て
「
蛙
の
声
を
以
て

草
莽
の
微
臣
で
あ
る
自
分
が
君
国
の
為
に
尽
す
叫
に
喩
へ
た
の
で
君
こ
そ
は
我

が
至
誠
の
叫
び
声
を
真
に
聞
き
わ
け
て
く
れ
る
で
あ
ら
う
と
の
意
」
と
し
、
さ

ら
に
、
愚
鈍
な
皇
帝
と
し
て
著
名
な
、
西
晋
の
恵
帝
（
司
馬
衷
）
の
華
林
園
で

　
　
　

鈴
木
大
人
に
お
く
る

３
君
こ
そ
は
蛙
鳴
音
も
聞
わ
か
ん
公
の
た
め
に
か
をお

の
か
た
め
に
か
◯松

　
　
　
　
　

‡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‡

　
　
　

鈴
木
高
鞆
か
家
の
ほ
と
り
す
く
る
を
り
蛙
の
こ
ゑ
を
聞
て

３
君
こ
そ
は
蛙
の
声
も
き
ゝ
わ
か
め
た
か
た
め
夜
た
ゝ
な
き
あ
か
す
ら
む
◯流
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の
蛙
声
の
逸
話
を
引
用
し
て
、
こ
の
故
事
を
松
陰
が
思
い
合
わ
せ
た
と
す
る
。

福
本
注
釈
（
Ｓ
12
）
も
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
松
陰
本
を
扱
っ
た
山
中
論
文
（
Ｓ

56
）
は
、
鈴
木
高
鞆
の
編
纂
し
た
『
類
題
玉
石
集
』
と
関
係
さ
せ
て
、「
高
鞆

編
「
玉
石
集
」
は
全
国
歌
人
集
で
あ
る
。
松
陰
も
歌
の
指
導
を
受
け
て
い
た
。

玉
と
石
を
見
分
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
蛙
の
声
の
良
悪
を
聞
き
分
く
こ
と
の
で

き
る
人
と
い
う
の
は
歌
を
見
分
く
人
だ
と
賞
揚
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
玉
石

集
は
松
陰
も
見
て
い
た
筈
で
あ
る
…
」
と
す
る
。

　

ま
ず
、
松
陰
本
の
歌
か
ら
解
釈
す
る
。
こ
れ
は
、
定
本
版
が
記
す
書
き
入
れ

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
松
陰
本
の
原
本
で
は
、
当
該
歌
に

　
　

①
ひ
そ
み
て
も
鳴
と
は
す
れ
と
天
に
さ
へ
蛙
の
声
の
き
こ
え
け
る
か
な

�

高
鞆

と
の
書
き
入
れ
が
あ
る
と
い
う
。
二
章
で
触
れ
た
が
、
定
本
版
解
題
は
こ
れ
を

高
鞆
の
「
自
書
」
と
す
る

（
29
）。

こ
の
高
鞆
の
歌
に
つ
い
て
は
、
夙
に
『
山
口

県
教
育
』
四
三
九
号
掲
載
の
講
話
「
防
長
文
学
の
色
彩
」
に
指
摘
が
あ
る
。

　
　

�

…
吉
田
松
陰
先
生
と
鈴
木
高
鞆
と
は
余
程
親
友
で
あ
り
ま
し
た
。
松
陰
先

生
の
対
外
意
見
書
た
る
論
の
著
が
梁
川
星
厳（

マ
マ
）の

手
か
ら
孝
明
天
皇
の
乙
夜

の
覧
に
入
つ
た
時
に
高
鞆
が
之
を
悦
ん
で
松
陰
に
送
る
に
次
の
和
歌
を
以

て
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

②�

忍
び
て
は
鳴
く
と
は
す
れ
ど
雲
の
上
に
蛙
の
声
の
き
こ
え
け
る
か

な

　
　

�

後
に
松
陰
先
生
が
江
戸
に
檻
送
せ
ら
る
ゝ
身
と
な
り
て
安
政
六
年
五
月
二

十
五
日
萩
を
出
で
、
防
府
な
る
高
鞆
の
家
の
辺
を
過
ぎ
蛙
の
鳴
く
を
き
ゝ

て
、
高
鞆
を
思
ひ

　
　
　
　

君
こ
そ
は
蛙
の
声
も
き
ゝ
別
か
め
お
の
が
た
め
に
か
公
の
た
め
に
か

　
　

�

松
陰
先
生
東
行
途
上
の
歌
集
を
涙
松
集
と
呼
び
ま
す
。
松
陰
先
生
は
元
来

和
歌
専
門
の
人
で
あ
り
ま
せ
ぬ
か
ら
高
鞆
が
之
を
添
削
し
て
世
に
出
し
ま

し
た
の
が
、
今
日
世
に
行
は
れ
る
涙
松
集
で
あ
り
ま
す
…

（
30
）

　

傍
線
部
②
は
、
松
陰
本
書
き
入
れ
の
傍
線
部
①
と
比
べ
て
初
句
と
三
句
に
異

同
が
あ
る
が
、
同
一
の
歌
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
宮
中
を
「
雲
の
上
」
と
し
、

「
忍
び
音
」
と
関
連
さ
せ
て
表
現
し
た
②
の
方
が
歌
の
完
成
度
は
高
く
、
①
か

ら
②
へ
と
推
敲
・
改
変
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
講
話
は
昭
和
十
二
年
一

月
刊
行
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
典
拠
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
松
陰
の

『
対
策
』『
愚
論
』
が
梁
川
星
巌
の
手
を
介
し
て
孝
明
天
皇
の
天
覧
に
供
さ
れ
た

こ
と
は
書
簡
類

（
31
）

か
ら
判
明
す
る
が
、
右
の
話
の
原
拠
は
現
段
階
で
は
不
明

で
あ
る

（
32
）。

　

松
陰
の
論
考
が
天
覧
に
供
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
恐
ら
く
そ
の
時
に

高
鞆
が
松
陰
に
「
ひ
そ
み
て
も
」
歌
（
松
陰
本
書
き
入
れ
歌
）
を
贈
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
覚
え
て
い
た
松
陰
が
護
送
の
檻
の
中
で
３
番
歌
を
詠
じ

た
。「
高
鞆
殿
、
あ
な
た
こ
そ
は
今
鳴
い
て
い
る
蛙
の
声
も
聞
き
分
け
る
だ
ろ

う
。
天
皇
の
た
め
に
鳴
い
て
い
る
の
か
、
は
た
ま
た
自
分
の
た
め
な
の
か
（
松

陰
本
）」。
か
つ
て
「
忍
ん
で
鳴
い
て
い
て
も
蛙
の
声
は
雲
の
上
に
聞
き
届
け
ら

れ
る
」
と
詠
じ
て
く
れ
た
高
鞆
を
思
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
流
布
本
で
は
、
こ

の
歌
の
核
心
で
あ
る
「
公
の
た
め
」
と
い
う
語
句
を
歌
中
か
ら
消
去
す
る
。
そ

の
か
わ
り
、
詞
書
中
に
「
鈴
木
高
鞆
」
と
「
蛙
の
声
」
を
配
し
て
、
前
掲
の
逸

話
を
知
っ
て
い
る
者
に
は
、
歌
の
背
景
が
察
知
で
き
る
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ

る
。
流
布
本
は
「
こ
そ
～
め
」
の
係
り
結
び
を
文
法
的
に
正
し
、「
わ
た
く
し

（
松
陰
）
が
い
っ
た
い
誰
の
た
め
に
ひ
た
す
ら
夜
通
し
鳴
き
つ
づ
け
て
い
る
の

か
、
高
鞆
殿
は
蛙
の
声
も
（
以
前
と
同
じ
よ
う
に
）
聞
き
分
け
て
下
さ
る
だ
ろ

う
」
と
、「
天
皇
の
た
め
」
と
い
う
核
心
を
示
さ
な
い
形
で
、
逸
話
を
知
っ
て

い
る
者
に
強
く
訴
え
る
歌
と
な
っ
て
い
る
。

－�22�－



　

流
布
本
の
編
者
が
松
陰
本
の
歌
の
背
景
を
熟
知
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
窺

わ
せ
る
事
例
で
あ
る
。

Ｂ
10
番
歌

状
態
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
物
理
的
な
狭
さ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
世
の
中
の
こ

と
を
思
っ
て
心
を
尽
く
し
て
も
な
お
物
の
見
方
や
考
え
方
に
か
た
よ
り
が
あ
っ

て
度
量
が
小
さ
い
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
や
は
り
見
聞
を
広
げ
る

べ
く
広
島
の
城
は
見
た
い
も
の
だ
」
と
解
せ
ら
れ
る
。
檻
送
途
上
で
あ
っ
て
も

世
の
中
の
諸
事
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
狭
い
檻
の
中
と
い
う
最
悪
の
状
況
で

も
、
目
を
外
に
向
け
よ
う
と
す
る
松
陰
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

Ｃ
20
番
歌

　

あ
と
一
例
、
旧
稿
で
も
触
れ
た
20
番
歌
を
簡
単
に
見
て
お
く
。

　

松
陰
本
の
詞
書
で
は
「
警
固
の
人
に
頼
む
と
て
」
と
「
頼
む
」
な
る
語
が
使

わ
れ
る
。
檻
輿
脇
の
護
送
の
士
に
口
述
筆
記
し
て
も
ら
っ
て
い
る
以
上
、
こ
の

よ
う
な
表
現
は
避
け
ら
れ
ま
い
。
流
布
本
は
そ
れ
を
「
駕
籠
の
戸
あ
け
さ
せ

て
」
と
、
簡
潔
に
表
現
す
る
。
使
役
「
さ
す
」
が
効
果
的
で
、
松
陰
の
毅
然
と

し
た
姿
が
看
取
で
き
る
。

　

歌
の
本
文
は
二
句
か
ら
三
句
に
か
け
て
が
大
き
く
異
な
る
。
松
陰
本
の
「
世

の
中
に
思
ひ
の
あ
ら
ぬ
身
」
は
「
私
は
世
の
中
に
も
う
何
ら
思
う
と
こ
ろ
は
な

い
身
だ
が
」
の
意
で
、
死
を
覚
悟
し
た
清
明
な
気
持
ち
の
表
白
と
読
み
う
る
。

も
ち
ろ
ん
、
下
の
句
で
「
そ
れ
で
も
や
は
り
、
見
聞
を
広
げ
る
た
め
に
広
島
城

は
見
た
い
も
の
だ
」
と
歌
い
上
げ
る
。
流
布
本
の
編
者
は
、
こ
う
し
た
松
陰
の

素
朴
な
心
（
俗
世
か
ら
離
れ
た
達
観
し
た
心
境
と
も
見
做
し
う
る
）
の
吐
露
だ

け
で
は
歌
を
終
わ
ら
せ
な
か
っ
た
。

　

流
布
本
で
は
「
狭せ

ば

き
」
に
、
空
間
的
な
狭
さ
と
見
聞
・
度
量
の
狭
さ
の
意
が

加
わ
る
。
歌
意
は
、「
自
ら
は
今
、
護
送
中
の
檻
の
中
に
あ
っ
て
狭
く
窮
屈
な

　

松
陰
本
（
添
削
跡
ナ
シ
）
は
、
待
ち
に
待
っ
た
対
象
を
「
秋
の
気
色
」
と
し

て
、
轡
虫
（
松
陰
自
身
）
が
勇
ま
し
く
鳴
く
と
す
る
が
、
鳴
く
内
容
（
対
象
）

を
秋
の
気
色
と
す
る
点
で
、
歌
意
が
つ
か
み
に
く
い
。
流
布
本
で
は
、「
時
は

今
」「
場
所
は
武
蔵
野
」
と
時
と
場
を
明
示
し
て
、
自
ら
の
所
信
を
雄
弁
に
語

る
時
の
到
来
を
詠
む
。
鳴
く
内
容
を
歌
中
に
明
示
し
な
い
だ
け
に
、
詞
書
の

「
幕
府
の
召め

し

と
て
御
館
を
出
で
け
る
折
に
」
と
相
俟
っ
て
、
幕
府
役
人
の
吟
味

の
場
で
堂
々
と
信
念
を
語
る
気
概
が
感
じ
ら
れ
る
。
流
布
本
の
編
者
（
校
訂

者
）
は
、
そ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
よ
う
、
歌
本
文
を
改
変
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

広
島
に
て
駕
籠
の
戸
を
明
よ
と
警
固
の
人
に
頼
む
と
て

10
世
の
中
に
思
ひ
の
あ
ら
ぬ
身
な
か
ら
も
な
をほ

見
ま
ほ
し
き
広
島
の
城
◯松

　
　
　
　
　

‡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‡

　
　
　

広
し
ま
に
て
駕
籠
の
戸
あ
け
さ
せ
て

10
世
の
中
を
お
も
ふ
も
せ
は
き
身
に
は
あ
れ
と
猶
見
ま
ほ
し
き
広
島
の
城
◯流

　
　
　

七
月
九
日
幕
府
へ
め
さ
れ
て　

公
館
を
辞
す
る
と
て

20
待
得
た
る
秋
の
け
し
き
を
今
そ
と
て
勇
し
く
鳴
く
つ
わ
虫
か
な
◯松

　
　
　
　
　

‡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‡

　
　
　

七
月
九
日
幕
府
の
召
と
て
御
館
を
い
て
け
る
を
り
に

20
ま
ち
得
た
る
時
は
い
ま
と
て
武
蔵
野
に
い
さ
ま
し
く
な
く
轡
む
し
か
な
◯流
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以
上
、
３
・
10
・
20
番
の
三
首
を
見
て
き
た
。
流
布
本
の
歌
は
、
前
章
の
２

番
「
菅
公
廟
」
歌
で
、
檻
送
の
旅
を
「
身
を
東
路
の
旅
に
や
つ
し
て
」
と
改
作

し
た
り
、
５
番
「
医
師
を
つ
け
…
」
歌
で
「
黐
鳥
の
」
と
い
う
枕
詞
を
用
い
た

り
な
ど
、
大
幅
な
改
訂
を
施
し
、
松
陰
の
堂
々
た
る
姿
、
藩
主
の
恩
顧
に
感
謝

す
る
姿
を
作
り
上
げ
て
い
た
が
、
本
章
で
見
た
三
首
で
も
同
様
の
人
物
像
の
造

形
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

五　

松
陰
本
に
は
見
ら
れ
な
い
歌

　

最
後
に
、
松
陰
本
に
は
な
い
21
番
以
降
の
歌
を
考
察
す
る
。

Ａ 

東
行
前
所
作
（
21
～
31
番
歌
）

　

21
番
歌
か
ら
31
番
歌
は
、
書
陵
部
本
も
収
載
す
る
歌
（
27
番
歌
は
欠
）
で
、

こ
れ
ら
は
『
東
行
前
日
記
』（
定
本
版
七
巻
）
か
ら
全
て
採
択
さ
れ
て
い
る
。

定
本
版
の
解
題
に
依
る
と
、
21
・
22
・
23
番
歌
は
、
表
紙
見
返
し
に
「
志
」
と

題
し
て
松
陰
自
筆
で
三
首
書
か
れ
た
歌

（
33
）。

定
本
版
で
は
『
東
行
前
日
記
』

の
後
半
に
「
附
載
」
と
し
て
三
首
が
置
か
れ
る
が
、
日
記
記
載
の
歌
順
で
は
、

巻
頭
に
こ
の
三
首
が
置
か
れ
、
21
番
歌
か
ら
31
番
歌
ま
で
日
記
掲
載
順
に
歌
が

配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る

（
34
）。

日
記
収
載
の
最
後
の
歌
の
部
分
を
見
る
。

　

定
本
版
解
題
に
依
る
と
、
日
記
本
文
の
添
削
は
黙
霖
に
よ
る
も
の
と
い
う
。

日
記
の
31
番
歌
に
は
一
箇
所
添
削
が
あ
る
が
、
こ
の
添
削
後
本
文
を
書
陵
部
本

が
筆
写
し
て
い
る
。
書
陵
部
本
の
み
が
記
す
俳
句
Ｘ
に
つ
い
て
も
、
日
記
掲
載

の
句
の
ま
ま
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
記
で
は
31
番
歌
に
前
置
さ
れ
る
の
に
対
し

て
、
書
陵
部
本
で
は
後
置
さ
れ
、
結
果
的
に
は
巻
軸

（
35
）

に
配
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
書
陵
部
本
が
、
添
削
後
本
文
を
採
択
し
て
い
る
点
は
、
三
章
で

見
た
松
陰
本
の
１
番
歌
か
ら
20
番
歌
ま
で
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、「
同
囚
に

別
る
（
と
て
）」
と
い
う
詞
書
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い
点
を
流
布
本
は
、
説

明
を
加
え
て
い
る
。
31
番
歌
は
松
陰
護
送
の
出
発
前
日
（
五
月
二
十
四
日
）
に

野
山
獄
中
の
同
囚
に
詠
ん
だ
別
れ
の
歌
と
句
で
あ
っ
た
。
歌
に
関
し
て
も
、
日

記
や
書
陵
部
本
の
上
の
句
で
「
人ひ

と

屋や

（
牢
屋
・
牢
獄
）」
に
「
栖す

み

馴な

る
（
家
や

土
地
に
長
く
住
ん
で
馴
染
む
）」
と
す
る
表
現
は
や
や
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
流

布
本
で
は
、「
慣
れ
て
み
る
と
、
牢
獄
も
や
は
り
親
し
み
が
持
て
て
」
と
、
よ

　
　
　

別
二

同
囚
一

Ｘ
別
か
な
入
合
早
し
梅
雨
の
そ
ら
〔
日
記
〕

31
栖
馴
れ
て
人
屋
も
流
石
か
床
し
かけ

り
別
れ
に
絞
る
五
月
雨
の
袖
〔
日
記
〕

　
　
　
　
　

‡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‡

　
　
　

同
囚
に
別
る
と
て

31
栖
馴
れ
て
人
屋
も
さ
す
か
ゆ
か
し
け
り
別
れ
に
絞
る
五
月
雨
の
袖
◯書

Ｘ
別
か
な
入
相
は
や
し
梅
雨
の
そ
ら
◯書

　
　
　
　
　

‡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‡

　
　
　

囹
圄
に
と
も
に
あ
り
け
る
人
に
別
る
と
て

31�

な
れ
ぬ
れ
は
ひ
と
や
も
さ
す
か
ゆ
か
し
く
て
わ
か
れ
に
し
ほ
る
さ
み
た
れ
の

袖
◯流
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り
ふ
さ
わ
し
い
表
現
に
改
め
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
日
記
の
歌
で
添
削
の
あ
る

も
の
全
て
（
三
首
）
と
書
陵
部
本
・
流
布
本
と
を
比
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

25
今
更
に
驚
く
へ
く
も
あ
ら
ぬ
な
り
武兼

て

待

来

し

士
の
甲
斐
あ
り
此
度
の
旅〔
日
記
）

25
今
更
に
驚
く
へ
く
も
あ
ら
ぬ
な
り
兼
て
待
来
し
此
た
ひ
の
旅
◯書

25�

い
ま
さ
ら
に
お
と
ろ
く
へ
し
や
か
ゝ
ら
む
と
か
ね
て
待
つ
る
終
の
た
ひ

路
を
◯流

26
心
あ
れ
や
人
の
母
た
る
人
達
よ
か
ゝ
ら
ん
事
は
武
士
の
習常

ぞ
〔
日
記
）

26
心
あ
れ
や
人
の
母
た
る
人
達
よ
か
ゝ
ら
ん
事
は
武
士
の
つ
ね
◯書

26�

心
あ
れ
や
人
の
は
ゝ
た
る
い
ま
し
等
よ
か
ゝ
ら
む
こ
と
は
も
の
ゝ
ふ
の

つ
ね
◯流

30�

賤
か
身
は
世
に
こはそ
合
は
ね
合と

大

空

を

て

り

は
ぬ
と
も
空
ゆ
く
日
や
は
照
さ
ゝ
ら
め

や
〔
日
記
）

30�

賤
か
身
は
世
に
は
合
は
ね
と
大
空
を
て
り
ゆ
く
日
や
は
照
ら
さ
ゝ
ら
め

や
◯書

30�

賤
か
身
は
世
に
あ
は
す
と
も
大
空
に
く
も
り
な
き
日
の
て
ら
さ
ゝ
ら
め

や
◯流

　

三
首
す
べ
て
、
日
記
の
添
削
後
本
文
を
書
陵
部
本
が
そ
の
ま
ま
転
写
し
た
形

で
あ
る
。
日
記
は
、
松
陰
の
護
送
直
前
に
擱
筆
し
て
長
州
萩
に
留
め
ら
れ
た
も

の
だ
か
ら
、
書
陵
部
本
の
書
写
は
や
は
り
、
長
州
で
行
わ
れ
た
と
考
え
る
以
外

に
な
い
。
ま
た
、
流
布
本
へ
の
改
変
内
容
を
考
え
て
も
、
25
番
歌
は
「
今
回
の

東
送
を
死
を
覚
悟
し
た
別
れ
の
旅
と
兼
ね
て
か
ら
待
っ
て
い
た
」
と
詠
む
こ
と

で
、
松
陰
の
覚
悟
に
主
眼
が
置
か
れ
る
。
日
記
の
実
詠
は
「
武も

の
の
ふ士

の
甲か

ひ斐
あ
り

此
度
の
旅
」
で
あ
り
、
武
士
の
面
目
躍
如
た
る
思
い
（
武
士
の
名
誉
）
を
表
白

し
た
歌
だ
っ
た
。
流
布
本
の
校
訂
者
は
、「
武
士
の
面
目
」
な
ど
に
拘
泥
す
る

卑
小
な
松
陰
像
を
よ
し
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
30
番
歌
の
日
記
原
歌
は

「
我
が
身
は
時
流
に
乗
っ
て
は
い
な
い
が
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
て
も
」
と
、

自
身
が
時
世
に
合
わ
ず
不
遇
で
あ
る
こ
と
を
逆
接
の
確
定
条
件
で
述
べ
、
そ
れ

を
仮
定
条
件
で
再
度
受
け
て
い
る
。
流
布
本
は
そ
れ
を
逆
接
の
仮
定
条
件
と
し

て
「
た
と
い
我
が
身
は
時
流
に
乗
っ
て
い
な
く
と
も
、
大
空
で
陰
り
の
な
い
太

陽
が
必
ず
や
照
ら
し
て
く
れ
る
」
と
、
不
如
意
な
今
の
状
況
を
確
定
と
は
し
な

い
。
自
ら
を
取
り
巻
く
現
況
が
い
か
よ
う
で
あ
ろ
う
と
も
、
真
実
は
一
つ
、
と

い
う
強
い
信
念
が
読
み
取
れ
る
。
25
・
30
番
歌
と
も
に
、
松
陰
の
姿
を
巍
然
た

る
も
の
へ
と
作
り
上
げ
る
意
図
の
表
れ
と
い
え
よ
う
。

Ｂ 

東
行
後
所
作
（
32
～
41
番
歌
）

　

32
番
歌
か
ら
41
番
歌
は
流
布
本
に
の
み
掲
載
さ
れ
る
歌
で
、
松
陰
の
東
送
後

の
歌
十
首
、
全
て
伝
馬
町
の
牢
内
で
の
詠
作
で
あ
る
。
原
拠
は
、
32
～
34
番
歌

が
安
政
六
年
十
月
八
日
付
「
堀
江
克
之
助
宛
書
簡
」
で
、
橋
本
左
内
・
頼
三
樹

三
郎
・
飯
泉
喜
内
の
三
人
の
処
刑
を
聞
い
た
時
の
作
。
35
番
歌
は
同
二
十
日
付

「
父
叔
兄
宛
書
簡
」
所
収
歌
、
36
番
～
41
番
歌
は
『
留
魂
録
』
収
載
歌
で
あ
る
。

　

堀
江
宛
書
簡
か
ら
一
首
、
流
布
本
と
と
も
に
挙
げ
る
。

34
国
の
た
め
打
れ
し
人
の
名
は
永
く
後
の
世
ま
て
も
談
り
伝
へ
ん〔
書
簡
）

34�

く
に
の
た
め
う
た
れ
し
人
の
名
は
な
か
く
後
世
ま
て
も
か
た
り
つ
か
ま

し
◯流

　

結
句
の
み
の
小
異
と
言
え
る
が
、
書
簡
は
「
談か

た

り
伝つ

た

へ
ん
」
で
、
世
間
の
人

や
後
世
の
人
に
話
し
て
伝
え
る
、
即
ち
「
伝
承
」
を
中
心
と
し
て
い
る
。
流
布

本
は
「
語か

た

り
継つ

が
ま
し
」
で
、
次
世
代
へ
と
次
々
に
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
、

即
ち
「
伝
承
の
反
復
継
続
」
を
中
心
と
す
る
。「
国
の
た
め
に
討
た
れ
た
人
の

－�25�－



名
前
は
、
の
ち
の
世
ま
で
も
長
く
語
り
継
い
で
い
き
た
い
も
の
だ
」。
小
異
と

は
い
え
、
流
布
本
の
方
が
強
い
意
思
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
『
留
魂
録
』
収
載
歌
に
関
し
て
は
旧
稿
で
も
取
り
上
げ
た
が

（
36
）、

紙
幅
の

関
係
で
説
明
を
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
を
中
心
に
再
度
取
り
上
げ

る
。
39
番
歌
か
ら
流
布
本
の
巻
軸
41
番
歌
ま
で
の
三
首
を
見
る
。
流
布
本
の
二

重
傍
線
部
分
が
改
変
箇
所
で
あ
る
。

39
討
れ
た
る
吾
を
あ
わ
れ
と
見
ん
人
は
君
を
崇
め
て
夷
攘
へ
よ〔
留
魂
録
）

39
露
の
身
の
ち
る
を
あ
は
れ
と
見
む
人
は
草
む
す
ひ
て
も
夷
賊
は
ら
へ
よ

�

◯流

40
愚
な
る
吾
を
も
友
と
め
づ
人
は
吾
が
と
も
友
と
め
で
よ
人
々

�

〔
留
魂
録
）（

37
）

40
お
ろ
か
な
る
わ
れ
を
も
友
の
数
に
し
て
す
く
な
る
道
を
た
と
れ
人
々
◯流

41
七
た
ひ
も
生
か
え
り
つ
ゝ
夷
を
そ
攘
わ
ん
こ
ゝ
ろ
吾
忘
れ
め
哉

�

〔
留
魂
録
）

41�

七
た
ひ
も
生
か
へ
り
つ
ゝ
え
み
し
等
を
は
ら
は
む
こ
ゝ
ろ
わ
れ
わ
す
れ

め
や
◯流

　
『
留
魂
録
』
は
弟
子
た
ち
へ
の
遺
言
書
と
も
見
做
せ
る
作
品
で
あ
る
が
、
39

番
の
原
歌
は
、
自
身
の
死
後
、
弟
子
た
ち
に
攘
夷
の
決
行
を
強
く
命
令
す
る
。

た
だ
し
、
歌
中
の
「
吾
」
と
「
君
」
と
の
関
係
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
流
布
本

で
は
、
こ
の
「
君
」
は
完
全
に
消
去
さ
れ
る
。
そ
し
て
新
た
に
『
春
秋
左
氏
伝
』

の
「
結
草
」
故
事

（
38
）

を
取
り
込
み
、
自
ら
の
死
を
既
定
の
こ
と
と
し
て
、
弟

子
た
ち
に
自
分
へ
の
恩
返
し
と
し
て
攘
夷
の
決
行
を
強
く
命
令
す
る
。
松
陰
は

藩
命
で
実
家
の
杉
家
に
幽
閉
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
門
弟
た
ち
に
諸
書
の
講
義
を

し
た
。『
丙
辰
日
記
』（
定
本
版
七
巻
）
に
よ
る
と
、
安
政
三
年
十
月
朔
日
か
ら

十
二
月
五
日
ま
で
ほ
ぼ
毎
日
『
春
秋
左
氏
伝
』
を
講
義
し
て
い
る
。
原
歌
に
な

い
「
結
草
」
故
事
の
追
加
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
流
布
本
の
39
番
歌
は
、
師
（
松
陰
）
の
恩
に
報
い
て
攘
夷
を
決
行
す
る

よ
う
に
、
強
く
鼓
舞
す
る
内
容
に
改
変
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
姿
勢
は
40
番
歌
に
も
見
ら
れ
る
。
原
歌
で
は
松
陰
が
自
身
を
「
愚
か
な

吾わ
れ

」
と
述
べ
、
門
弟
た
ち
に
自
分
を
友
と
し
て
愛め

で
慕
っ
て
欲
し
い
と
詠
む
。

卑
小
な
松
陰
像
が
自
身
の
口
か
ら
出
る
（
勿
論
謙
遜
で
あ
ろ
う
が
）
と
と
も
に
、

歌
は
私
情
で
終
わ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
流
布
本
で
は
門
弟
た
ち
に
「
直す

ぐ

な
る

道
を
た
ど
れ
」
と
命
じ
る
。
原
歌
に
は
な
い
文
言
で
あ
る
。

　

松
陰
の
思
想
は
様
々
な
分
野
に
多
岐
に
亙
り
、
簡
単
に
述
べ
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
が
、
そ
の
思
想
の
核
の
一
つ
に
孟
子
の
「
浩
然
の
気
」
が
あ
っ
た
こ
と

は
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
野
山
獄
・
杉
家
幽
室
で
講
義

さ
れ
た
『
講
孟
余
話
（
箚
記
と
も
）』（
定
本
版
二
巻
）
で
詳
述
さ
れ
る
。
本
山

幸
彦
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

人
が
も
し
こ
の
「
浩
然
の
気
」
を
身
に
つ
け
れ
ば
、
①
い
か
な
る
境
遇
に

陥
ろ
う
と
、
い
か
に
弾
圧
さ
れ
よ
う
と
も
、
ど
ん
な
に
誘
惑
さ
れ
よ
う

と
も
、
そ
の
節
操
は
微
動
だ
に
し
な
い
。
…
一
言
で
い
え
ば
、「
浩
然
の

気
」
を
養
う
道
は
、「
聖
賢
を
学
ば
ん
と
す
る
志
」
を
持
ち
つ
づ
け
、
②

一
貫
し
て
「
私
心
を
去
る
」
こ
と
に
努
力
す
る
、
い
い
か
え
れ
ば
普
遍
的

な
道
理
を
体
し
、「
天
地
と
同
一
体
」
に
な
ろ
う
と
す
る
志
を
い
だ
き
つ

づ
け
る
こ
と
、
こ
れ
が
「
浩
然
の
気
」
を
養
う
道
だ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。（

39
）
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傍
線
部
②
の
立
場
か
ら
す
る
と
、『
留
魂
録
』
の
原
歌
が
私
心
・
私
情
で
覆

わ
れ
て
い
る
点
、
流
布
本
編
者
に
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
の
採
択
が
躊
躇
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。『
講
孟
余
話
』（
公
孫
丑
上
）
に
は
、「
浩
然
の
気
」
を
養
育

す
る
た
め
の
「
直
道
（
直す

ぐ

な
る
道
）」
の
重
要
性
を
「
直
を
以
て
養
ふ
と
云
ふ

も
同
じ
工
夫
に
て
、
平
日
す
る
所
悉
く
直
道
に
外
る
る
こ
と
な
く
し
て
、
是
れ

を
以
て
此
の
気
を
養
育
す
る
こ
と
な
り
」
と
述
べ
る
。
流
布
本
40
番
歌
は
、
浩

然
の
気
を
養
う
こ
と
を
弟
子
た
ち
に
強
く
言
い
遺
し
た
と
読
み
う
る
改
変
で
あ

る
。
そ
し
て
、「
直
道
」
を
実
践
し
「
浩
然
の
気
」
を
身
に
つ
け
た
先
に
あ
る

も
の
は
、
本
山
の
言
う
傍
線
部
①
で
あ
り
、
い
か
な
る
境
遇
・
弾
圧
・
誘
惑
に

遭
お
う
と
「
節
操
」
は
動
か
な
い
。
而
し
て
、
流
布
本
の
掉
尾
を
飾
る
41
番
歌

が
強
く
印
象
付
け
ら
れ
る
。

　

41
番
歌
は
留
魂
録
も
流
布
本
も
本
文
は
小
異
で
、
歌
意
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
。
た
だ
、
流
布
本
で
は
こ
の
後
に
近
藤
芳
樹
の
跋
文
が
あ
り
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
る
〔
句
読
点
は
稿
者
）。

…
①
王
を
尊
ひ
て
い
に
し
へ
の
お
ほ
御
て
ふ
り
に
か
へ
し
、
夷
を
は
ら
ひ

て
わ
た
つ
み
の
ほ
と
り
を
き
よ
め
む
と
す
る
の
志
、
お
の
つ
か
ら
言
の
外

に
ゝ
ほ
へ
り
…
②
こ
と
に
と
ち
め
の
ひ
と
う
た
は
、
橘
の
ま
う
ち
君
の
討

死
し
た
ま
ひ
し
を
り
の
言
葉
に
こ
ゝ
ろ
か
よ
ひ
て
、
露
は
か
り
も
こ
の
世

の
情
に
ひ
か
れ
す
、
い
と
お
む
か
し
く
な
む
。
あ
は
れ
③
み
な
人
つ
ね
に

こ
の
歌
を
す
む
し
て
、
こ
の
こ
ゝ
ろ
を
た
に
わ
す
れ
す
は
、
君
に
そ
む
く

た
ふ
れ
も
な
く
夷
に
お
か
さ
る
ゝ
憂
も
な
く
な
り
な
む
も
の
そ
。

�

藤
原
宜
寸

　

傍
線
部
②
は
41
番
歌
へ
の
芳
樹
の
評
言
で
あ
る
。『
太
平
記
』
で
知
ら
れ
る

通
り
、「
橘
の
ま
う
ち
君
（
楠
木
正
成
）」
は
湊
川
の
戦
い
で
弟
の
正
季
と
刺
し

違
え
て
最
期
を
遂
げ
る
。
正
季
が
「
七
生
ま
で
た
だ
同
じ
人
間
に
生
ま
れ
て
朝

敵
を
滅
ぼ
さ
ば
や
」（
七
生
滅
賊
）
と
口
に
す
る
の
を
受
け
て
、
正
成
は
「
同

じ
く
生
を
替
へ
て
こ
の
本
懐
を
達
せ
ん
」
と
最
期
の
言
葉
を
口
に
す
る
。
芳
樹

は
こ
の
正
成
の
言
葉
と
心
情
に
通
う
も
の
を
41
番
歌
に
看
取
す
る
。「
露
ば
か

り
も
こ
の
世
の
情
に
引
か
れ
ず
」
と
い
う
評
語
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
見
て
来
た
流
布
本
の
改
変
箇
所
は
、
松
陰
の
個
人
的
な
思
い
の
表
白

部
分
が
多
々
あ
り
、
そ
れ
を
尊
皇
攘
夷
の
思
い
へ
と
改
め
た
箇
所
が
多
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　

一
体
、
芳
樹
の
こ
の
跋
文
は
重
要
で
あ
る
。
傍
線
部
①
は
流
布
本
全
四
十
首

へ
の
評
言
で
あ
る
が
、
松
陰
の
歌
に
尊
皇
と
攘
夷
の
心
情
を
汲
み
取
る
。
傍
線

部
③
の
「
こ
の
歌
」
が
41
番
歌
だ
け
を
指
す
の
か
、
流
布
本
全
歌
を
指
す
の
か

判
然
と
し
な
い
が
、
松
陰
詠
を
口
ず
さ
み
松
陰
の
心
を
忘
れ
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
、
天
皇
に
叛
く
と
い
う
狂
気
や
夷
に
侵
さ
れ
る
と
い
う
外
憂
も
な
く
な
る
に

違
い
な
い
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
稿
者
が
流
布
本
改
変
の
痕
跡
に
見
て
来
た
そ
の

志
向
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　

で
は
、
こ
う
し
た
流
布
本
へ
の
改
変
を
誰
が
行
っ
た
の
か
。

　

定
本
版
解
題
に
、
松
陰
本
（
１
～
20
番
歌
）
の
添
削
を
鈴
木
高
鞆
（
本
稿
二

章
）、『
東
行
前
日
記
』
所
収
歌
（
21
～
31
番
歌
）
の
添
削
を
黙
霖
（
本
稿
五
章

Ａ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
旨
を
述
べ
て
い
た
。
稿
者
は
こ
れ
に
対
す
る
拙
論
を

持
ち
合
わ
せ
な
い
。
た
だ
、
解
題
の
い
う
と
こ
ろ
が
正
し
い
と
し
て
も
、
両
者

の
添
削
は
書
陵
部
本
に
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
、
流
布
本
で
は
さ
ら
に
大
幅
な

添
削
・
改
変
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
誰
の
手
に
よ
る
も
の
か
。

　

流
布
本
に
は
、
前
掲
の
芳
樹
の
跋
文
に
続
い
て
、
宍
戸
真
澂
の
跋
文
が
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
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…
公
に
ふ
れ
て
囚
人
と
な
り
東
国
に
赴
き
け
る
を
り
、
此
ま
つ

（
40
）

の
も

と
に
て
よ
め
る
歌
に
つ
ゝ
け
て
、
憂
か
中
に
よ
み
出
た
り
し
た
ひ
の
歌
と

も
こ
れ
か
れ
か
き
集
め
た
る
を
、
う
か
ら
な
る
杉
修
道
も
ち
来
て
、
我
に

校
合
せ
よ
と
あ
つ
ら
へ
け
る
を
、
と
く
も
も
の
せ
て
な
ほ
さ
り
に
過
し
け

る
…
や
か
て
涙
松
集
と
な
つ
け
て
、

　
　

松
の
葉
の
千
と
せ
の
色
は
か
ひ
な
く
て
な
み
た
の
か
れ
ぬ
袖
の
上
哉

　
　
　
　

�

文
久
壬
戌
の
歳
、
神
無
月
は
か
り
、
そ
の
う
た
ま
き
に
か
き
つ
け
て

か
へ
し
つ

�

宍
戸
真
澂

　

傍
線
部
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
松
陰
の
実
兄
の
杉
修
道
が
宍
戸
の
も
と
に
歌

集
を
持
参
し
て
「
校
合
」
を
乞
う
た
。「
校
合
」
と
あ
る
の
で
、
少
な
く
と
も

二
種
類
以
上
の
本
文
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
、
松
陰
本

の
添
削
は
（
も
し
鈴
木
高
鞆
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
）、
鈴
木
の
没
し
た
万
延
元

年
（
一
八
六
〇
）
四
月
四
日
ま
で
に
は
添
削
が
な
さ
れ
、
松
陰
本
に
は
複
数
本

文
（
添
削
跡
）
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
以
降
の
あ
る
時
、

杉
が
宍
戸
の
も
と
に
松
陰
本
（
ま
た
は
そ
の
転
写
本
）を
持
参
し
、「
校
合
」（
こ

の
場
合
は
、
単
に
複
数
本
文
の
う
ち
、
よ
い
本
文
を
採
る
だ
け
で
な
く
添
削
も

意
味
す
る
か
）
を
宍
戸
に
依
頼
し
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
宍
戸
の
跋
文

は
省
略
箇
所
も
含
め
て
、
自
身
が
「
校
合
」
し
た
と
は
記
し
て
い
な
い
。
右
掲

の
引
用
文
末
尾
で
、
涙
松
集
と
い
う
歌
集
名
を
付
け
た
旨
を
述
べ
、
自
詠
一
首

を
書
き
付
け
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
十
月
に
歌
集

を
返
し
た
。
宍
戸
が
長
州
藩
内
の
歌
人
と
し
て
相
当
の
力
量
を
持
っ
て
い
た
の

は
事
実
で
あ
る

（
41
）

が
、
こ
の
跋
文
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、『
涙
松
集
』
と

い
う
命
名
者
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
ろ
う
。

　

再
度
、
近
藤
芳
樹
の
跋
文
に
戻
る
と
、
巻
軸
に
七
生
滅
賊
の
歌
へ
の
言
及
や

歌
集
全
体
へ
の
論
評
な
ど
、
流
布
本
に
相
当
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い

記
述
も
見
ら
れ
る
。
定
本
版
の
解
題
に
は
、「
こ
れ
に
は
更
に
著
し
い
改
竄
が

施
さ
れ
て
ゐ
る
。
跋
に
も
明
ら
か
な
や
う
に
近
藤
芳
樹
（
藤
原
宜
寸
）
の
加
筆

し
た
も
の
で
、
或
は
宍
戸
真
澂
も
添
削
し
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
。「
跋

に
も
明
ら
か
」
の
根
拠
は
不
明
だ
が
、
長
州
藩
に
殉
じ
た
藩
士
の
歌
集
を
多
く

編
集
し
て
い
る
芳
樹
な
ら
こ
の
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
う
る

（
42
）。

　

現
段
階
で
は
確
定
で
き
な
い
が
、
流
布
本
の
添
削
・
校
訂
者
は
近
藤
芳
樹
の

可
能
性
が
高
い
と
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　

六　

お
わ
り
に

　

以
上
、
吉
田
松
陰
の
歌
集
『
涙
松
集
』
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
総
合
的
・
多

角
的
に
論
じ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
。

　

第
一
に
、
松
陰
本
・
書
陵
部
本
・
流
布
本
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）
の
成
立
と
そ
れ
ら
諸

本
の
関
係
で
あ
る
。

　

現
在
、
萩
市
松
陰
神
社
に
蔵
さ
れ
る
松
陰
本
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

の
松
陰
江
戸
送
致
の
際
に
檻
輿
脇
で
警
備
に
当
た
っ
た
藩
士
が
松
陰
の
口
授
を

筆
記
し
た
も
の
が
も
と
と
な
っ
て
い
る
。
旅
中
（
五
月
二
十
五
日
か
ら
六
月
二

十
四
日
ま
で
）
の
詠
作
十
八
首
と
江
戸
到
着
後
の
二
首
を
加
え
た
、
計
二
十
首

か
ら
な
る
。
こ
れ
（
ま
た
は
転
写
本
）
が
、
松
陰
の
七
月
九
日
の
伝
馬
町
入
牢

後
に
長
州
藩
に
も
た
ら
さ
れ
、
松
下
村
塾
関
係
者
に
よ
っ
て
、
松
陰
常
用
の
罫

紙
に
筆
写
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
に
鈴
木
高
鞆
・
黙
霖
・
某
の
三
人
が
添
削
・
書

入
れ
を
行
っ
た
。
定
本
版
に
よ
る
と
松
陰
本
の
歌
の
添
削
は
高
鞆
が
行
っ
た
と
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思
さ
れ
る
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
高
鞆
の
没
す
る
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
四

月
四
日
ま
で
に
は
添
削
は
終
え
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
添
削
は
、
仮

名
遣
い
の
誤
り
の
訂
正
と
和
歌
と
し
て
よ
り
相
応
し
い
表
現
に
改
め
る
こ
と
に

主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
。

　

こ
の
添
削
の
施
さ
れ
た
松
陰
本
を
何
者
か
が
長
州
の
地
で
筆
写
し
て
書
陵
部

本
が
出
来
上
が
っ
た
。
書
陵
部
本
は
松
陰
本
の
添
削
後
の
本
文
を
採
用
し
て
お

り
、
続
い
て
『
東
行
前
日
記
』
か
ら
和
歌
十
首
と
俳
句
一
句
を
採
り
、
計
三
十

首
と
一
句
か
ら
な
る
本
文
で
あ
る
。
定
本
版
で
は
『
東
行
前
日
記
』
に
は
黙
霖

に
よ
る
添
削
が
な
さ
れ
た
と
あ
り
、
書
陵
部
本
の
当
該
歌
は
添
削
後
本
文
を
採

用
し
て
い
る
。
こ
の
『
東
行
前
日
記
』
か
ら
の
採
録
部
分
も
、
先
の
松
陰
本
添

削
と
同
様
に
、
添
削
後
本
文
の
方
が
覚
悟
の
旅
に
向
か
う
巍
然
た
る
松
陰
像
を

描
出
し
て
い
る
。

　

流
布
本
に
は
歌
数
の
違
い
で
二
種
類
あ
る
が
、
四
十
首
か
ら
な
る
流
布
本
Ⅰ

が
本
来
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
模
刻
本
（
流
布
本
Ⅱ
）
を
作
る
過
程
で
、
何
ら

か
の
手
違
い
に
よ
り
７
番
歌
と
８
番
歌
詞
書
が
脱
落
し
、
７
番
歌
の
詞
書
「
小

瀬
川
」
の
ま
ま
で
は
８
番
歌
の
詞
書
と
し
て
不
自
然
な
の
で
、
埋
木
・
改
刻
し

て
「
小
瀬
川
は
国
の
境
な
れ
ば
」
と
い
う
詞
書
に
改
変
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
結

果
的
に
三
十
九
首
か
ら
成
る
流
布
本
Ⅱ
が
出
来
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
近
藤
芳

樹
の
跋
文
に
も
「
全
て
歌
の
数
四
十
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
流
布
本
Ⅰ
が
本
来

の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
手
違
い
が
生
じ
た
ら
、
普
通
は
再
度
版
木
を
作
り

直
す
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
糊
塗
（
に
も
な
っ
て
い
な
い
が
）
と
も
呼
べ
る
よ
う

な
、
改
刻
で
済
ま
せ
た
の
か
。
こ
こ
に
、
流
布
本
に
対
す
る
編
者
（
よ
り
正
し

く
は
板
行
者
集
団
）
の
認
識
が
看
取
で
き
る
。
松
陰
詠
を
遺
稿
と
し
て
一
字
一

句
蔑
ろ
に
せ
ず
そ
の
ま
ま
を
上
梓
す
る
の
が
目
的
な
ら
ば
、
流
布
本
Ⅱ
の
よ
う

な
本
文
が
作
ら
れ
る
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、
流
布
本
Ⅰ
も
含
め
て
流
布
本
の

板
行
者
集
団
は
、「
松
陰
詠
そ
の
ま
ま
」
の
『
涙
松
集
』
の
板
行
に
重
き
を
置

か
な
か
っ
た
。
歌
集
を
通
し
て
読
者
が
看
取
す
る
松
陰
像
が
よ
り
偉
大
な
姿
と

な
る
よ
う
に
、
そ
し
て
松
陰
の
遺
志
を
外
に
向
か
っ
て
強
く
発
信
で
き
る
よ
う

に
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
の
役
割
を
『
涙
松
集
』
に
担
わ
せ
よ
う
と
し
た
の

で
は
な
い
か
。
で
あ
れ
ば
、
歌
一
首
の
有
無
な
ど
さ
ほ
ど
重
要
で
も
な
い
。
こ

の
よ
う
な
認
識
が
流
布
本
Ⅱ
を
派
生
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
稿
者
は
流
布
本
の

歌
の
校
訂
者
の
中
心
を
近
藤
芳
樹
と
考
え
る
が
、
こ
の
流
布
本
Ⅱ
の
板
行
上
の

杜
撰
な
歌
の
削
除
は
、
芳
樹
の
手
を
離
れ
た
段
階
で
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

芳
樹
跋
の
「
四
十
首
」
と
い
う
記
述
が
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
よ
う
。

　

流
布
本
の
各
歌
は
、
そ
の
元
と
な
っ
た
松
陰
本
『
涙
松
集
』・『
東
行
前
日

記
』・『
留
魂
録
』
な
ど
の
歌
よ
り
も
大
幅
な
改
変
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
改

変
は
、
松
陰
本
『
涙
松
集
』
の
添
削
（
鈴
木
高
鞆
か
）
や
『
東
行
前
日
記
』
の

添
削
（
黙
霖
か
）
を
も
と
に
、
宍
戸
真
澂
や
近
藤
芳
樹
が
関
与
（
中
心
と
な
っ

た
の
は
芳
樹
だ
ろ
う
）
し
て
出
来
上
が
っ
た
。
完
成
し
た
流
布
本
の
各
歌
は
、

原
歌
に
は
あ
っ
た
松
陰
自
身
の
卑
小
さ
、
私
情
の
吐
露
、
世
俗
へ
の
関
心
の
薄

れ
な
ど
を
極
力
弱
め
る
、
も
し
く
は
取
り
去
っ
て
し
ま
う
。
逆
に
、
こ
の
世
へ

の
関
心
・
弛
ま
ざ
る
向
上
心
を
持
ち
続
け
、
い
か
な
る
苦
境
に
あ
ろ
う
と
も
己

の
信
念
は
動
か
な
い
、
そ
う
し
た
松
陰
像
を
造
形
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
掉
尾

を
飾
る
『
留
魂
録
』
掲
載
歌
は
圧
巻
で
あ
る
。
原
歌
に
あ
っ
た
、
弱
々
し
い
松

陰
の
言
葉
や
私
心
・
私
情
は
消
し
去
ら
れ
、
弟
子
に
向
か
っ
て
尊
皇
攘
夷
を
強

く
命
じ
る
歌
へ
と
改
変
さ
れ
る
。

　

松
陰
亡
き
後
、
門
弟
た
ち
を
中
心
に
維
新
へ
の
原
動
力
と
し
て
松
陰
が
利
用

さ
れ
て
い
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
43
）。

稿
者
は
そ
れ
に
対
し
て
卑
見
を

述
べ
る
だ
け
の
材
料
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
が
、
完
成
し
た
流
布
本
『
涙
松
集
』
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が
、
結
果
的
に
そ
う
し
た
方
向
で
利
用
さ
れ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

注

 

（
１
）�

小
野
美
典
「《
読
む
》
吉
田
松
陰
の
流
布
本
『
涙
松
集
』
を
読
む

─

作
ら
れ
て
い
く
松
陰
像

─
」〔
日
本
文
学
協
会
『
日
本
文
学
』
67
巻

12
号
、
平
成
30
年
12
月
）。
以
下
、
旧
稿
と
呼
ぶ
。

 

（
２
）�『
吉
田
松
陰
全
集　

第
四
巻
』〔
岩
波
書
店
、
昭
和
９
年
12
月
）
所
収
の

『
涙
松
集
』
の
「
解
題
幷
凡
例
」。

 

（
３
）�

山
口
県
教
育
会
編
『
吉
田
松
陰
全
集　

第
一
巻
～
第
十
巻
』〔
岩
波
書
店
、

昭
和
９
～
11
年
）、「
定
本
版
」
と
略
。
引
用
に
際
し
て
変
体
仮
名
・
片

仮
名
は
す
べ
て
平
仮
名
に
統
一
し
、
漢
文
に
つ
い
て
は
、
大
衆
版
の
書

き
下
し
文
を
引
用
し
た
（
た
だ
し
「
原
漢
文
」
と
注
記
）。

 

（
４
）�

山
口
県
教
育
会
編
『
吉
田
松
陰
全
集　

第
一
巻
～
第
十
二
巻
』〔
岩
波

書
店
、
昭
和
13
～
15
年
）、「
普
及
版
」
と
略
。

 

（
５
）�

山
口
県
教
育
会
編
『
吉
田
松
陰
全
集　

第
一
巻
～
第
十
巻
、
別
巻
』〔
大

和
書
房
、
昭
和
47
～
49
年
刊
）、「
大
衆
版
」
と
略
。

 

（
６
）�「
定
本
版
」「
普
及
版
」「
大
衆
版
」
の
呼
称
・
解
説
は
、
大
衆
版
十
巻
の
「
本

全
集
編
集
発
行
の
後
に
寄
せ
て

─
刊
行
経
過
概
要
」
に
依
る
。

 

（
７
）�

吉
田
松
陰
の
生
涯
（
年
譜
）
は
、『
吉
田
松
陰
日
録
』〔
松
風
会
編
集
発

行
、
平
成
19
年
９
月
）
が
詳
し
い
。
ま
た
、『
維
新
の
先
覚　

吉
田
松

陰
』〔
山
口
県
立
山
口
博
物
館
編
集
、
山
口
県
教
育
会
発
行
、
平
成
２

年
７
月
）
掲
載
の
「
吉
田
松
陰
年
譜
」
も
参
照
。
松
陰
東
送
の
旅
に
限

定
す
る
と
、
全
集
に
多
く
の
資
料
が
収
載
さ
れ
る
ほ
か
、
山
口
県
文
書

館
毛
利
家
文
庫
蔵
「
杉
百
合
之
助
育
吉
田
寅
次
郎
公
儀
御
吟
味
有
之
江

戸
連
出
一
件
」（
全
集
未
収
録
）
が
あ
り
、「
吉
田
松
陰
護
送
一
件
」
の

名
で
同
館
の
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
、
こ
れ
も
参
照
。

 

（
８
）�

定
本
版
九
巻
の
「
関
係
公
文
書
類
」
の
「
江
戸
よ
り
萩
へ
松
陰
東
送
に

関
す
る
指
令
伝
達
（
安
政
六
年
四
月
廿
五
日
）」
に
「
但
し
乗
物
は
錠

前
附
網
掛
り
腰
縄
を
付
す
べ
く
候
。
尤
も
趣
に
寄
り
候
て
は
手
鎖
付
に

致
す
べ
く
候
事
」（
四
二
八
頁
、
原
漢
文
）
と
あ
る
。
腰
縄
か
手
鎖
の

状
態
で
錠
前
付
き
の
檻
輿
で
の
護
送
で
あ
る
。

 

（
９
）�

特
に
12
番
「
吉
備
宮
」
の
歌
「
今
の
世
は
君
の
誘
子
そ
い
と
お
ふ
み
た

ふ
れ
き
た
め
て
く
し
の
み
を
と
り
」
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
難
解

な
歌
と
さ
れ
、
解
釈
の
定
説
を
見
な
い
。
流
布
本
Ⅰ
・
Ⅱ
が
当
該
歌
を

掲
載
し
な
い
の
は
、
歌
意
が
掴
み
に
く
い
と
い
う
理
由
も
大
き
か
ろ

う
。

 

（
10
）�

注
８
に
記
す
通
り
松
陰
は
罪
人
扱
い
。
ま
た
、
注
７
の
「
吉
田
松
陰
護

送
一
件
」
に
は
、「
江
戸
差
登
御
用
に
つ
き
入
用
紙
の
事
」
と
し
て
、

手
紙
用
の
紙
や
半
紙
な
ど
紙
類
の
申
請
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 

（
11
）�『
松
陰
神
社
所
蔵
宝
物
図
録
』〔
松
陰
神
社
編
集
・
発
行
、
平
成
21
年
10

月
）
に
、「
松
下
村
塾
原
稿
用
紙
版
木
」
が
カ
ラ
ー
写
真
で
掲
載
さ
れ
、

「
松
下
村
塾
で
使
用
し
た
一
行
二
十
字
十
行
の
枡
形
罫
紙
の
版
木
で
あ

る
。
松
陰
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
六
月
六
日
以
前
、
僧
月
性
か
ら

こ
れ
と
同
様
の
版
木
を
贈
ら
れ
た
。
…
こ
れ
以
降
の
松
陰
の
述
作
に
は

原
稿
紙
が
用
い
ら
れ
た
。
松
陰
は
も
と
よ
り
塾
生
達
も
版
木
で
原
稿
紙

を
摺
り
、
使
用
し
て
い
た
」（
九
〇
頁
）
と
の
説
明
が
あ
る
。
同
書
六

七
頁
に
は
、『
涙
松
集
』
な
ど
と
と
も
に
「
東
下
雑
集
」
と
し
て
束
ね

ら
れ
た
『
東
行
前
日
記
』
の
カ
ラ
ー
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
上
述

の
枡
形
罫
紙
に
書
か
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
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（
12
）�

定
本
版
の
凡
例
は
図
像
を
挙
げ
る
。
＼
の
形
状
の
一
重
線
と
二
重
線
の

二
種
類
で
あ
る
。

 

（
13
）�
定
本
版
は
こ
れ
ら
全
て
の
書
き
入
れ
・
添
削
の
痕
跡
を
原
本
通
り
に
残

し
て
翻
字
し
て
い
る
が
、
普
及
版
・
大
衆
版
は
松
陰
詠
の
み
を
採
録
、

他
は
削
除
。

 

（
14
）�

宇
都
宮
黙
霖
に
関
し
て
は
、
左
記
を
参
照
。

�

知
切
光
歳
『
宇
都
宮
黙
霖
』〔
日
本
電
報
通
信
社
、
昭
和
17
年
６
月
）

 

（
15
）�

鈴
木
高
鞆
に
関
し
て
は
、
左
記
を
参
照
。

�

御
薗
生
翁
甫
『
続
防
府
市
史
』〔
続
防
府
市
史
刊
行
会
、
昭
和
35
年
11

月
）

�

防
府
市
教
育
委
員
会
編
『
防
府
史
料
第
15
集　

防
府
天
満
宮
考
録
』〔
防

府
市
立
防
府
図
書
館
発
行
、
昭
和
44
月
３
日
）

�

『
防
府
天
満
宮
神
社
誌　

社
史
編
』〔
防
府
天
満
宮
編
集
発
行
、
平
成
17

年
３
月
）

�

亀
井
森
「
近
世
後
期
類
題
和
歌
集
編
纂
の
一
齣
」〔
近
世
文
学
会
『
近

世
文
藝
』
九
〇
号
、
平
成
21
年
７
月
）

 

（
16
）�

宮
内
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
書
陵
部
所
蔵
資
料　

画
像
公
開
シ
ス
テ

ム
」
掲
載
の
画
像
を
使
用
。

 

（
17
）�

折
本
一
帖
。
一
七
・
二
×
六
・
四
糎
。
表
紙
中
央
に
「
松
陰
先
生
遺
唫

　

単
」、
表
紙
裏
に
「
縛
吾
集
／
涙
松
集　

合
刻
」。

 

（
18
）�

所
蔵
者
整
理
番
号
は
「
Ｙ
九
一
一
・
一
」、
袋
綴
本
一
冊
、
一
六
・
二

×
一
一
・
八
糎
。
共
紙
表
紙
中
央
に
「
涙
松
集　

全
」
と
刷
る
。
全
九

丁
。

 

（
19
）�

大
村
武
一
『
註
釈　

涙
松
集
』〔
山
口
県
立
萩
図
書
館
発
行
、
昭
和
９

年
１
月
）

 

（
20
）�

福
本
義
亮
『
訓
註　

吉
田
松
陰
殉
国
詩
歌
集
』〔
誠
文
堂
新
光
社
、
昭

和
12
年
12
月
）

 

（
21
）�

山
中
鉄
三
「
吉
田
松
陰
の
詩
藻

─
和
歌
・
俳
句
編

─
」〔
徳
山
大

学
経
済
学
会
『
徳
山
大
学
創
立
十
周
年
記
念
論
文
集
』
昭
和
56
年
11
月
）

 

（
22
）�

村
岡
繁
『
殉
国
の
歌　

吉
田
松
陰
百
首
撰
』〔
松
陰
遺
墨
展
示
館
発
行
、

昭
和
43
年
６
月
）

 

（
23
）�

定
本
版
七
巻
『
東
遊
日
記
』（
原
漢
文
）。
同
解
説
に
依
る
と
、
松
陰
神

社
所
蔵
『
東
遊
日
記
』
に
は
高
杉
晋
作
に
よ
り
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

「
閲
了
」
と
記
さ
れ
、
当
該
漢
詩
の
上
欄
に
「
春
風
妄
評
、
自
是
兵
学

者
之
言
」
の
書
き
入
れ
、「
美
な
る
か
な
」
の
二
句
に
は
春
風
（
晋
作
）

に
よ
る
圏
点
が
付
さ
れ
る
と
い
う
。

 

（
24
）�

流
布
本
Ⅰ
と
流
布
本
Ⅱ
は
と
も
に
縦
罫
線
が
引
か
れ
る
が
、
文
字
部
分

の
縦
の
寸
法
は
と
も
に
同
じ
（
一
四
・
〇
糎
）
も
の
の
、
横
幅
は
一
行

に
つ
き
若
干
流
布
本
Ⅱ
が
広
い
。
流
布
本
Ⅱ
（
版
本
）
の
木
枠
の
大
き

さ
は
も
と
も
と
決
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
版
木
の
大
き
さ
に

合
わ
せ
て
罫
線
を
引
き
、
流
布
本
Ⅰ
の
一
行
ず
つ
を
切
り
取
っ
て
被
せ

彫
り
に
し
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
際
、
流
布
本
Ⅰ
の
当
該
箇
所
二
行

分
を
何
ら
か
の
理
由
・
原
因
で
欠
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

 

（
25
）�

久
保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』〔
角
川
書
店
、

平
成
11
年
５
月
）の
「
心
尽
く
し
」（
松
村
雄
二
執
筆
担
当
）の
項
で
は
、

「
…
「
つ
く
し
」
の
語
が
「
筑
紫
」
と
通
う
こ
と
か
ら
、
遠
く
筑
紫
に

行
く
人
や
筑
紫
に
あ
る
自
分
を
傷
ん
だ
〈
用
例
省
略
〉
な
ど
の
掛
詞
で

し
ば
し
ば
使
わ
れ
た
…
」
と
す
る
。

 

（
26
）�

中
村
幸
彦
ほ
か
編
『
角
川
古
語
大
辞
典　

第
３
巻
』〔
角
川
書
店
、
昭

和
62
年
９
月
）
の
「
賤
」
の
項
。
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（
27
）�

松
陰
本
・
書
陵
部
本
と
も
に
詞
書
の
下
に
日
付
が
記
載
さ
れ
る
が
（
流

布
本
に
は
な
い
）、
松
陰
本
が
「
同
」
と
記
す
箇
所
を
書
陵
部
本
が
「
同

日
」
と
す
る
と
い
っ
た
微
細
な
異
同
も
あ
る
。
な
お
、
４
番
歌
の
詞
書

が
、
松
陰
本
「
五
月
雨
止
」、
書
陵
部
本
「
五
月
雨
山
」
と
な
っ
て
お

り
、
書
陵
部
本
の
誤
写
か
。

 

（
28
）�

松
陰
本
の
添
削
は
「
を
・
お
」
の
仮
名
遣
い
の
訂
正
の
み
。

 

（
29
）�

松
陰
の
歌
集
に
高
鞆
が
自
ら
の
歌
を
書
き
入
れ
て
「
高
鞆
」
と
署
名
す

る
の
は
や
や
不
審
で
あ
る
が
、
原
本
を
手
に
取
っ
て
校
合
し
た
玖
村
敏

雄
の
解
題
に
従
う
。
な
お
、
福
本
義
亮
は
、
定
本
版
刊
行
直
後
に
出
版

さ
れ
た
左
記
の
著
作
で
、
流
布
本
の
３
番
歌
に
続
け
て
「
蛙
に
よ
せ
て

呼
び
か
け
ら
れ
て
居
ら
れ
る
松
陰
先
生
の
心
中
や
如
何
、
さ
す
が
に
鈴

木
も
先
生
の
心
情
を
汲
み
て
／
ひ
そ
み
て
も
鳴
と
は
す
れ
ど
天
に
さ
へ

蛙
の
声
の
き
こ
え
け
る
か
な
／
と
答
へ
て
居
る
、
君
国
を
思
ふ
赤
心
同

志
の
胸
中
ま
た
涙
多
し
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
し
て
い
る
。「
ひ

そ
み
て
も
」
歌
を
、
松
陰
檻
送
時
に
詠
じ
た
松
陰
歌
へ
の
返
歌
と
解
し

て
い
る
。

�

福
本
義
亮
『
吉
田
松
陰
之
最
期
』〔
誠
文
堂
新
光
社
、
昭
和
15
年
10
月
、

一
一
六
～
一
一
七
頁
）

 

（
30
）�『
山
口
県
教
育
』
四
三
九
号
〔
山
口
県
教
育
会
発
行
、
昭
和
12
年
１
月
刊
）

掲
載
の
「
防
長
文
学
の
色
彩

─
昭
和
十
二
年
一
月
十
日
防
長
先
賢
祭

に
於
け
る
講
話
要
領
」
と
題
す
る
文
章
。
当
該
雑
誌
に
は
講
話
者
名
が

記
さ
れ
な
い
が
、『
関
門
日
日
新
聞
』（
昭
和
12
年
1
月
11
日
）
の
「
新

春
吉
例
の
防
長
先
賢
祭
」
の
記
事
に
、「（
十
日
の
）
式
後
直
ち
に
萩
市

立
図
書
館
司
書
香
川
政
一
氏
の
講
演
『
防
長
文
学
化
と
そ
の
色
彩
』
が

あ
り
…
」
と
し
、『
防
長
新
聞
』（
昭
和
12
年
1
月
11
日
）
の�

「
第
三
十

回
山
口
地
方
教
育
関
係
者
新
年
懇
談
会　

先
賢
祭
後
菜
香
亭
に
て
」
の

記
事
に
、「（
十
日
の
）
十
時
よ
り
先
賢
堂
に
於
て
先
賢
祭
を
執
行
次
で

萩
市
香
川
政
一
氏
の
『
防
長
文
学
の
色
彩
』
と
題
す
る
講
話
が
あ
っ
て

先
賢
祭
を
終
り
…
」
と
す
る
。
演
題
に
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
講
話
者

は
香
川
政
一
で
間
違
い
な
か
ろ
う
。
な
お
、
定
本
版
の
書
き
込
み
歌
と

香
川
の
紹
介
す
る
歌
の
字
句
に
異
同
が
あ
る
点
か
ら
、
こ
の
話
は
『
涙

松
集
』
と
は
別
な
資
料
か
ら
の
引
用
の
可
能
性
が
高
い
。

 

（
31
）�『
戊
午
幽
室
文
稿
』
の
「
家
大
人
玉
叔
父
家
大
兄
に
上
る
書
」（
定
本
版

四
巻
）、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
「
梁
川
星
巌
に
贈
る
（
５
月
15

日
）」「
同
（
６
月
２
日
）」（
と
も
に
定
本
版
十
巻
）の
各
書
簡
に
詳
し
い
。

 

（
32
）�

原
拠
に
つ
い
て
は
後
考
に
俟
ち
た
い
。
な
お
、
注
15
に
挙
げ
た
以
下
の

三
書
は
「
防
長
文
学
の
色
彩
」
の
当
該
箇
所
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
す

る
。『
続
防
府
市
史
』〔
四
七
九
頁
）、『
防
府
史
料
第
15
集　

防
府
天
満

宮
考
録
』〔
三
〇
～
三
一
頁
）、『
防
府
天
満
宮
神
社
誌　

社
史
編
』〔
二

〇
四
頁
）。
そ
の
他
、
防
府
天
満
宮
社
務
所
発
行
の
『
佐
加
太
利
』
八

五
号
〔
平
成
22
年
６
月
）・
一
〇
一
号
〔
平
成
30
年
６
月
）
な
ど
も
こ

の
逸
話
に
触
れ
る
。

 

（
33
）�

注
11
の
『
松
陰
神
社
所
蔵
宝
物
図
録
』
六
七
頁
に
カ
ラ
ー
写
真
掲
載
。

 

（
34
）�

書
陵
部
本
が
27
番
歌
「
郭
公
今
を
限
り
と
鳴
出
と
も
君
よ
り
見
れ
は
未

た
に
や
あ
ら
ん
」（
日
記
掲
載
本
文
）
を
欠
く
理
由
は
不
明
。
単
な
る

見
落
と
し
か
。

 

（
35
）�
書
陵
部
本
は
、
流
布
本
の
よ
う
に
32
番
歌
以
降
も
収
載
す
る
予
定
が
、

何
ら
か
の
理
由
で
中
断
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
合
綴
さ
れ
て
い
る

『
留
魂
録
』
も
途
中
で
擱
筆
し
て
い
る
。

 

（
36
）�

旧
稿
で
は
流
布
本
Ⅰ
の
通
し
番
号
で
歌
番
号
を
付
し
て
い
る
た
め
、
本

－�32�－



稿
で
の
歌
番
号
と
一
致
し
な
い
点
に
注
意
。『
留
魂
録
』
成
立
の
経
緯

は
旧
稿
参
照
。

 

（
37
）�
こ
の
40
番
歌
の
み
濁
点
が
付
さ
れ
る
。
注
７
『
維
新
の
先
覚　

吉
田
松

陰
』
や
注
11
『
松
陰
神
社
所
蔵
宝
物
図
録
』
な
ど
に
『
留
魂
録
』
の
写

真
版
が
全
文
掲
載
さ
れ
る
（
そ
れ
ぞ
れ
一
八
〇
頁
、
八
六
頁
に
当
該

歌
）
が
、
40
番
歌
の
み
の
濁
点
が
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
。

 

（
38
）�『
春
秋
左
子
伝
』（
宣
公
十
五
年
）
所
収
。
亡
父
の
霊
が
、
娘
の
恩
人
の

魏
顆
の
た
め
に
草
を
結
ん
で
敵
将
を
つ
ま
ず
か
せ
て
恩
返
し
を
し
た
と

い
う
故
事
に
由
来
す
る
。「
草
を
結
ぶ
」
と
は
「
恩
を
返
す
」
意
。

 

（
39
）�

本
山
幸
彦
『
吉
田
松
陰
の
思
想

─
尊
王
攘
夷
へ
の
思
想
的
道
程
』〔
不

二
出
版
、
平
成
22
年
４
月
、
四
三
頁
）

 

（
40
）�

１
番
歌
で
詠
ま
れ
て
い
る
「
涙
松
」。
萩
市
郊
外
に
あ
り
、
歌
集
の
命

名
の
由
来
と
な
っ
た
。

 

（
41
）�

宍
戸
真
澂
の
和
歌
活
動
に
つ
い
て
は
左
記
を
参
照
。

�

小
野
美
典
「
長
門
北
浦
の
捕
鯨
の
歌

─
宍
戸
真
澂
と
勝
間
田
盛
稔
の

歌
な
ど
」〔
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
『
山
口
国
文
』
四
一
号
、

平
成
30
年
３
月
）

�

小
野
美
典
「
宍
戸
真
澂
の
歌
集
『
間
荒
加
多
満
』
に
つ
い
て
」〔
日
本

大
学
法
学
部
『
桜
文
論
叢
』
九
六
巻
、
平
成
30
年
２
月
）

 

（
42
）�

左
記
の
拙
稿
参
照
。

�

小
野
美
典
「〔
資
料
紹
介
・
翻
刻
）
宍
戸
真
澂
『
に
ほ
の
う
き
す
』・
福

原
元
僴
『
緑
浜
詠
草
』
─
禁
門
の
変
に
関
与
し
た
長
州
藩
士
の
歌
集
」

〔
日
本
大
学
法
学
部
『
桜
文
論
叢
』
九
五
巻
、
平
成
29
年
９
月
）

�

小
野
美
典
「「
抄
宗
寮
叢
書
」
と
福
原
元
僴
の
『
緑
浜
詠
草
』」〔
日
本

大
学
国
文
学
会
『
語
文
』
一
五
八
輯
、
平
成
29
年
６
月
）

 

（
43
）�

一
坂
太
郎
『
吉
田
松
陰

─
久
坂
玄
瑞
が
祭
り
上
げ
た
「
英
雄
」』〔
朝

日
新
聞
出
版
、
平
成
27
年
２
月
）
な
ど
。

〔
付
記
）

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
に
は
資
料
の
閲
覧
・
写
真

撮
影
等
の
便
宜
を
賜
る
と
と
も
に
、
注
30
の
講
話
者
（
香
川
政
一
氏
）
の
確
定

に
つ
い
て
ご
助
言
も
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
は
資
料
の
一
部

翻
刻
引
用
の
ご
許
可
も
い
た
だ
い
た
。
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、
注
９
で
触
れ
た
12
番
歌
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
拙
稿
で
詳
述
予
定
。

併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

小
野
美
典
「
吉
田
松
陰
『
涙
松
集
』
の
「
吉
備
宮
」
歌
解
釈
考
」〔
日
本
大
学

法
学
部
『
桜
文
論
叢
』
一
〇
一
巻
、
令
和
２
年
３
月
刊
行
予
定
〕

�

（
お
の
・
よ
し
の
り
）
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